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1 はじめにはじめにはじめにはじめに 
このたびは HT3080をお求めいただき、ありがとうございます。 
 
HT3080は XR16L788(EXAR)を採用した 8ポート UARTモジュールで、ジャンパ切
替でポート毎に RS232C/485(422)/TTLレベルの切替ができます。 
バスは 8bitの PC/104準拠となっており、弊社 HTシリーズの CPU だけでなく、他
の CPUにも容易にインターフェースすることができます。ボードの占有 I/Oアドレス
や使用する割り込みチャンネル選択はジャンパによって設定できます。 
 

■ 
 
本マニュアルは、HT3080 の仕様や使用方法について書かれたものです。HT3080 の
機能を最大限引き出すために、ご活用いただければ幸いです。 
 
なお、本マニュアルでは XR16L788の機能詳細については記述しておりませんので、 
XR16L788XR16L788XR16L788XR16L788 ののののデータシートデータシートデータシートデータシートもあわせてもあわせてもあわせてもあわせてごごごご参照参照参照参照くださいくださいくださいください。。。。    
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2 注意事項注意事項注意事項注意事項 

2.1 安安安安全全全全にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 
HT3080 を安全にご使用いただくために、特に以下の点にご注意くださいますようお
願いいたします。 
 
 

本製品には一般電子機器用（ＯＡ機器・通信機器・計測機器・工作機械等）に製造さ
れた半導体部品を使用しておりますので、その誤作動や故障が直接生命を脅かした
り、身体・財産等に危害を及ぼす恐れのある装置（医療機器・交通機器・燃焼制御・
安全装置等）に組み込んで使用しないでください。 
 
また、半導体部品を使用した製品は、外来ノイズやサージにより誤作動したり故障し
たりする可能性がありますので、ご使用になる場合は万一誤作動、故障した場合にお
いても生命・身体・財産等が侵害されることのないよう、装置としての安全設計（リ
ミットスイッチやヒューズ・ブレーカ等の保護回路の設置、装置の多重化等）に万全
を期されますようお願い申しあげます。 

 

2.2 取取取取りりりり扱扱扱扱いいいい上上上上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 
HT3080 に恒久的なダメージをあたえないよう、取り扱い時には以下のような点にご
注意ください。 
� 電源の投入 
 HT3080 や周辺回路に電源がはいっている状態では絶対に本ボードの着脱を行

わないでください。 
� 静電気 
 HT3080には CMOSデバイスを使用しておりますので、ご使用になるまでは帯

電防止対策のされている、出荷時のパッケージ等にて保管してください。 
� ラッチアップ 
 電源および入出力からの過大なノイズやサージ、電源電圧の急激な変動等で使

用している CMOSデバイスがラッチアップを起こす可能性があります。いった
んラッチアップ状態となると、電源を切断しないかぎりこの状態が維持される
ため、デバイスの破損につながることがあります。ノイズの影響を受けやすい
入出力ラインには保護回路を入れることや、ノイズ源となる装置と共通の電源
を使用しない等の対策をとることをお勧めします。 

 

！！！！ 
 



    3

3  XR16L788概要概要概要概要 
HT3080 はコントローラに XR16L788(EXAR)を使用しています。XR16L788 は 8 ポ
ート UARTで、以下のような特徴を備えています。 

 
� 8チャンネルで単一の割り込みを占有 
� 8チャンネル同時初期化機能 
� 16C550互換レジスタ(拡張機能を除く) 
� RS485ハーフデュプレクス自動制御 
� 64バイト送信/受信 FIFO 
� プログラマブル FIFOトリガレベル 
� ハードウェア自動フロー制御 
� ソフトウェア自動フロー制御 
� 汎用タイマカウンタ 

■ 
 
XR16L788の詳細な機能については、以下の資料をご参照ください。 
 
 XR16L788 Datasheet version1.2.3 July 2008 
 http://www.exar.com/ 
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4  資料資料資料資料・・・・参考文献参考文献参考文献参考文献 
本マニュアル作成に際して使用した資料・参考文献を以下に示します。 
 
� Exar XR16L788 Data Sheet version.1.2.3(2008/7発行) 
� Maxim MAX3089E Datasheet Rev.1 
� TI TRS3243E Datasheet (2009/7発行) 
 



    5

5  テストプログラムテストプログラムテストプログラムテストプログラム 
HT3080 には、動作確認のためのテストプログラムが用意されています。このプログ
ラムは Cで記述されており、ソースも添付されていますので、プログラミングサンプ
ルとしてもご利用いただけます。 
《注意》 
これらのプログラムは HT3080のテストを目的としたものであり、プログラムの正当
性および特定の用途への適合性を保証するものではありません。 

5.1 HT1070/Armadillo-9とのとのとのとの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ 
HT3080のテストに HT1070または株式会社アットマークテクノの Armadillo-9を使
用する場合の手順を説明します。 

5.1.1 準備準備準備準備 
� パソコン用通信ソフトウェア 

ターミナルソフトが HT1070や Armadillo-9のコンソール用に必要です。 
� シリアルポート 

テストに使用するパソコンには上記コンソールに使用するシリアルポートと、
HT3080の 1チャンネル分の最低 2ポートが必要です。別々の PC2台でもかまい
ません。 

� ネットワーク設定 
HT1070/Armadillo-9 に FTP で フ ァ イ ル 転 送 し て 実 行 す る 場 合 、
HT1070/Armadillo-9 と PC とが通信可能なネットワークに接続されている必要
があります。 

� HT3080のジャンパ設定 
JP1～4 
テストプログラムは、ボードの I/Oベースアドレスが 0500Hであることを仮定し
ていますので、JP1=0, JP2=1, JP3=0, JP4=1に設定してください。 
JP5 
テストプログラムでは IRQ4を使用します。設定については7.3.2項をご参照くだ
さい。 
JP10,JP20,JP30,JP40,JP50,JP60,JP70,JP80 
5.1.2項のテストプログラムでは RS232C モードとなるように、5.1.3項のテスト
プログラムでは RS485 モードとなるように設定してください。設定については
7.3.4項をご参照ください。 

� テストプログラムの HT1070/Armadillo-9への転送 
ドライバとサンプルプログラムは tgz 圧縮されています。FTP 経由で
HT1070/Armadillo-9 に転送するか、コンパクトフラッシュに保存して実行する
ことができます。ここでは FTP経由で転送する方法を説明します。 
Armadillo-9の場合、ftp転送で使用するエリアをあらかじめ大きくしておく必要
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があります。Armadillo-9のコンソールで 
    mount -t tmpfs tmpfs /home/ftp/pub 
と入力してください。 
PC側から転送するための FTPコマンドの例を示します。 

#ftp 192.168.1.10   (HT1070/Armadillo-9の IPアドレスを指定) 
Connected to 192.168.1.10. 
220 armadillo FTP server (Version 6.4/OpenBSD/Linux-ftpd-0.17) ready. 
User (192.168.1.10:(none)): ftp    (ログイン名は ftp) 
331 Guest login ok, type your name as password. 
Password:                     (パスワードも ftp) 
230 Guest login ok, access restrictions apply. 
ftp> cd pub                    (pubディレクトリに移動) 
250 CWD command successful. 
ftp> bin                       (バイナリモードに変更) 
200 Type set to I. 
ftp> put 3080test232.ht1070.2421.tgz   (転送するファイルを putコマンドで転送) 
200 PORT command successful. 
150 Opening BINARY mode data connection for 'ht3080.k2421.test.tar.gz' 
226 Transfer complete. 
ftp: 14350 bytes sent in 0.00Seconds 14350000.00Kbytes/sec. 
ftp> quit                      (FTPプログラムを終了) 
221 Goodbye. 

 
HT1070/Armadillo-9 のネットワークアドレスは ifconfig コマンドで確認してく
ださい。 

5.1.2 RS232C送受信送受信送受信送受信テストテストテストテスト 
� プログラムファイル名 

 3080test232.ht1070.2416.tgz (HT1070 kernel2.4.16用) 
 3080test232.ht1070.2421.tgz (HT1070 kernel2.4.21用) 
 3080test232.a9.2612.tgz  (Armadillo-9 kernel2.6.12用) 

� 動作概要 
HT3080の全チャンネルを 9600bpsで初期化し、改行で区切られた各チャンネル
の受信内容をコンソールに表示します。また受信した文字列を逆順にした文字列
をそのチャンネルに返信します。いずれかのチャンネルで”stop”と入力されると
プログラムは終了します。起動時のオプションでハードフロー制御、ソフトフロ
ー制御を指定することができます。 

� 操作手順 
1. プログラムの転送 

FTP でプログラムファイルを転送します。(5.1.1項参照) 転送したファイルを
HT1070/Armadillo-9のコンソールからコマンドで解凍してください。 
  #cd /home/ftp/pub   
  #tar xzf 3080test232.ht1070.2416.tgz  (転送ファイル名、例ではHT1070のkernel2.4.16用) 

2. デバイスノードの作成とドライバのインストール 
解凍された start.shを実行し、デバイスノード作成とデバイスドライバのインス
トールを行います。 
  #./start.sh 
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3. アプリケーションの実行 
3080test232 を実行すると起動メッセージが表示され、各チャンネルからの入力
内容が表示されます。 
 

# ./test232 
HT3080 Send/Receive sample 
Received CH1:test message 
Received CH3:ht3080 8ch UART 
Received CH3:stop 
# 

 
各チャンネルから入力してもコンソールに受信データが表示されない.... 
� ボーレートの確認 

各チャンネルは 9600bps に初期化されます。HT3080に接続しているシリアル
ポートの通信速度を確認してください。 

� JP設定状態の確認 
I/Oベースアドレスが正しく設定されていなかったり、割り込みチャンネルの設
定が誤っていると動作しません。また各チャンネルで使用するドライバが 232C
に設定されていない場合も動作しません。 
 

5.1.3 RS485送受信送受信送受信送受信テストテストテストテスト 
� プログラムファイル名 

 3080test485.ht1070.2416.tgz (HT1070 kernel2.4.16用) 
 3080test485.ht1070.2421.tgz (HT1070 kernel2.4.21用) 
 3080test485.a9.2612.tgz  (Armadillo-9 kernel2.6.12用) 

� 準備 
ジャンパ JPx0でテストに使用するチャンネルを RS485に設定します。テストで
はチャンネル 1を RS485のデータ送信に使用しますので、チャンネル 1の送信信
号を受信するチャンネルに接続します。 
例えばチャンネル 4をフルデュプレクス接続で使用する場合、 
  TxP1(CN2-12)－RxP4(CN2-46) 

      TxM1(CN2-11)－RxM4(CN2-45) 
    を接続します。 
    チャンネル 4をハーフデュプレクス接続で使用する場合は、 

  TxP1(CN2-12)－TxP4(CN2-48) 
      TxM1(CN2-11)－TxM4(CN2-47) 
    を接続します。 
     
� 動作概要 

HT3080の全チャンネルを 9600bpsで初期化し、各チャンネルの受信待ち状態で
プログラムを常駐させます。ここでコンソールから echoコマンドを使い送信デー
タをチャンネル 1に送信すると、接続された受信チャンネルでの受信内容がコン
ソールに表示されます。送信データとして”stop”を送信すると、プログラムは終
了します。起動時のオプションでフルデュプレクス、ハーフデュプレクスを指定
することができます。なお自動RS485ハーフデュプレクス機能が有効となっているた
め、フルデュプレクス設定の場合でも送信中以外は送信ドライバがオフとなります。 
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� 操作手順 
1. プログラムの転送 

FTP でプログラムファイルを転送します。(5.1.1項参照) 転送したファイルを
HT1070/Armadillo-9のコンソールからコマンドで解凍してください。 
  #cd /home/ftp/pub   
  #tar xzf 3080test485.ht1070.2416.tgz  (転送ファイル名、例ではHT1070のkernel2.4.16用) 

2. デバイスノードの作成とドライバのインストール 
解凍された start.shを実行し、デバイスノード作成とデバイスドライバのインス
トールを行います。 
  #./start.sh 

3. アプリケーションの実行 
3080test485 を実行します。このとき、このプログラムを常駐させるために行末
には&をつけて起動してください。コンソールには起動メッセージが表示されます
が、Enter キーを押すとプロンプトに戻ります。 

# ./test485 & 
HT3080 RS485 Receive sample 
# 

ここで、echoコマンドを使い、チャンネル 1に文字列を送信すると、受信チャンネルで受
信された内容がコンソールに表示されます。 

# echo test message >/dev/ttyXR78x0 
Received CH1:test message 
# 
 

起動時にオプション –fullを指定すると、フルデュプレクス制御を、–halfを指定
するとハーフデュプレクス制御を行います。 

 
送信データがコンソールに表示されない.... 
� JP設定状態の確認 

I/Oベースアドレスが正しく設定されていなかったり、割り込みチャンネルの設
定が誤っていると動作しません。また各チャンネルで使用するドライバが
RS485に設定されていない場合も動作しません。 

� 接続する信号 
ハーフデュプレクスの場合、信号の送受信に使用する信号は TXPnと TXMnで
す。また信号には極性がありますので各チャンネルの非反転信号同士、反転信
号同士を接続してください。他の機器を接続する場合、信号の極性が A/B で表
示されていることがありますが、デバイスメーカによって極性の割り当てが異
なるため注意が必要です。 
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5.2 HT1030/HT1040とのとのとのとの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ 
HT3080のテストに HT1030または HT1040を使用する場合の手順を説明します。 

5.2.1 準備準備準備準備 
� パソコン用通信ソフトウェア 

ターミナルソフトが HT1030や HT1040のコンソール接続用に必要です。 
� シリアルポート 

テストに使用するパソコンには上記コンソールに使用するシリアルポートと、
HT3080の 1チャンネル分の最低 2ポートが必要です。別々の PC2台でもかまい
ません。 

� HT3080のジャンパ設定 
JP1～4 
テストプログラムは、ボードの I/Oベースアドレスが 0500Hであることを仮定し
ていますので、JP1=0, JP2=1, JP3=0, JP4=1に設定してください。 
JP5 
テストプログラムでは IRQ4を使用します。設定については7.3.2項をご参照くだ
さい。 
JP10,JP20,JP30,JP40,JP50,JP60,JP70,JP80 
5.1.2項のテストプログラムでは RS232C モードとなるように、5.1.3項のテスト
プログラムでは RS485 モードとなるように設定してください。設定については
7.3.4項をご参照ください。 
テストプログラムの実行方法 
サンプルプログラムは HT1030/HT1040の Sファイルローダを使って RAMに転
送して実行するファイル、フラッシュメモリに書き込みして実行するファイルの 2
種類を用意しています。Sファイルローダを使用する場合は転送後 Gコマンドを
使用して 400000 番地から実行してください。なおフラッシュメモリに書き込み
するテストプログラムのコンソール通信速度は 38400bpsです。 

5.2.2 RS232C送受信送受信送受信送受信テストテストテストテスト 
� プログラムファイル名 

 3080test232Loader.s  (Sファイルローダ用) 
 3080test232Flash.s  (フラッシュメモリ書き込み用) 

� 動作概要 
HT3080の全チャンネルを 9600bpsで初期化し、改行で区切られた各チャンネル
の受信内容をコンソールに表示します。また受信した文字列を逆順にした文字列
をそのチャンネルに返信します。起動時にハードフロー制御、ソフトフロー制御
を指定することができます。 

� 操作手順 
S ファイルローダを使用する場合のコンソール表示例を示します。プログラムを
転送して実行後、この例ではチャンネル 1に接続されたポートから hello(+Enter
キー)と入力しています。コンソールに表示されるのと同時に、チャンネル 1には
ollehの文字列が返信されます。 
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  -L  (コマンド投入後ターミナルソフトのファイル転送機能で3080test232Loader.sを転送) 
  -G400000 
  HT3080 RS232C Send/Receive sample 
   
  Received strings from CH1-8 are shown on the console. 
  Received CH1:hello 

 
各チャンネルから入力してもコンソールに受信データが表示されない.... 
� ボーレートの確認 

各チャンネルは 9600bps に初期化されます。HT3080に接続しているシリアル
ポートの通信速度を確認してください。 

� JP設定状態の確認 
I/Oベースアドレスが正しく設定されていなかったり、割り込みチャンネルの設
定が誤っていると動作しません。また各チャンネルで使用するドライバが 232C
に設定されていない場合も動作しません。 

 

5.2.3 RS232Cフローフローフローフロー制御受信制御受信制御受信制御受信テストテストテストテスト 
� プログラムファイル名 

 3080flowtest232Loader.s  (Sファイルローダ用) 
 3080flowtest232Flash.s  (フラッシュメモリ書き込み用) 

� 動作概要 
HT3080のチャンネル 1を 115.2kbpsで初期化し、受信内容をコンソールに表示
します。起動時にハードフロー制御、ソフトフロー制御を指定することができま
す。 

� 操作手順 
S ファイルローダを使用する場合のコンソール表示例を示します。プログラムを
転送して実行するとソフトウェアフロー制御またはハードウェアフロー制御を行
うか確認するメッセージが表示され、いずれかに Yを入力すると該当するフロー
制御の設定で動作します。いずれも Nを入力するとフロー制御を行わない設定で
動作します。この例ではハードウェアフロー制御を選択し、その後チャンネル 1
に接続されたポートから hello と入力しています。チャンネル 1 に接続した PC
のターミナルソフトでテキストファイル送信を行うと、送信したファイル内容が
HT1030/1040のコンソールに表示されます。チャンネル 1の受信速度(115.2kbps)
はコンソールの表示速度(HT1030では9600bps,HT1040では38400bps)よりも速
いですが、フロー制御が働き、コンソールには受信データが欠落なく表示されま
す。(ターミナルソフトは該当するフロー制御機能を有効に設定してください。) 
 
  -L  (コマンド投入後ターミナルソフトのファイル転送機能で3080flowtest232Loader.sを転送) 
  -G400000 
  HT3080 RS232C Flow Control Test 
  Use Software Flow Control?(Y/N):n 
  Use Hardware Flow Control?(Y/N):y 
  Hardware flow control mode 
   
  Received characters from CH1 are shown on the console. 
  hello 
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コンソールに受信データが表示されない.... 
� ボーレートの確認 

チャンネル 1は 115.2kbpsに初期化されます。HT3080に接続しているシリア
ルポートの通信速度を確認してください。 

� JP設定状態の確認 
I/Oベースアドレスが正しく設定されていなかったり、割り込みチャンネルの設
定が誤っていると動作しません。また各チャンネルで使用するドライバが 232C
に設定されていない場合も動作しません。 

ハードウェアフロー制御ラインのレベルをモニタしても、フロー制御が機能している
状態が確認できない.... 
ソフトウェアフロー制御のコードが送られているかモニタしてもフロー制御のキャラ
クタが送られていることが確認できない.... 
� チャンネル 1に接続したターミナルからのデータ送信間隔が長い場合、フロー制

御が動作する条件が成立せず、フロー制御を行わずに受信できる場合がありま
す。(たとえば通信速度が 115kbpsでもデータ送信間隔が 1ms程度の場合、実質
9600bps相当となってしまいます。)  

コンソールに表示される内容が一部欠落している.... 
� チャンネル 1に接続した PC で使用しているターミナルソフトの、フロー制御設

定が正しいか確認してください。 
 

5.2.4 RS485送受信送受信送受信送受信テストテストテストテスト 
� プログラムファイル名 

 3080test485Loader.s  (Sファイルローダ用) 
 3080test485Flash.s  (フラッシュメモリ書き込み用) 

� 準備 
ジャンパ JPx0でテストに使用するチャンネルを RS485に設定します。テストで
はチャンネル 1を RS485のデータ送信に使用しますので、チャンネル 1の送信信
号を受信するチャンネルに接続します。 
例えばチャンネル 4をフルデュプレクス接続で使用する場合、 
  TxP1(CN2-12)－RxP4(CN2-46) 

      TxM1(CN2-11)－RxM4(CN2-45) 
    を接続します。 
    チャンネル 4をハーフデュプレクス接続で使用する場合は、 

  TxP1(CN2-12)－TxP4(CN2-48) 
      TxM1(CN2-11)－TxM4(CN2-47) 
    を接続します。 
     
� 動作概要 

HT3080の全チャンネルを 9600bpsで初期化し、各チャンネルの受信待ち状態と
なります。ここでコンソールからテキストを入力し Enterを押すと、チャンネル
1 から入力されたテキストが送信されます。接続された受信チャンネルでの受信
データがあると、内容がコンソールに表示されます。起動時にフルデュプレクス、
ハーフデュプレクスを指定することができます。 
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� 操作手順 
S ファイルローダを使用する場合のコンソール表示例を示します。プログラムを
転送して実行後、この例ではハーフデュプレクスを選択し、コンソールから
hello(+Enterキー)と入力してチャンネル 1からテキストを送信しています。送信
したデータが表示された後、接続先のチャンネルで受信されたデータがコンソー
ルに表示されています。 
 
  -L  (コマンド投入後ターミナルソフトのファイル転送機能で3080test485Loader.sを転送) 
  -G400000 
  HT3080 RS485 Send/Receive sample 
  Use Half Duplex interface?(Y/N):y 
   
  Half Duplex mode 
   
  Enter string to send from CH1 then press Enter 
  (Typed characters are not echoed back.) 
  Send CH1>hello   (入力文字はエコーバックしないが送信後に内容が表示される) 
  Recv CH1:hello 
  Recv CH4:hello 
 
この例ではチャンネル 1と 4がハーフデュプレクス接続されており、送信したデ
ータは送信したチャンネルでも受信されるため、チャンネル 1 と４で受信データ
が表示されています。 
起動時ハーフデュプレクス接続か確認するメッセージが表示され、Y を入力する
とハーフデュプレクス、それ以外の場合はフルデュプレクスの設定で動作します。 
 

送信データがコンソールに表示されない.... 
� JP設定状態の確認 

I/Oベースアドレスが正しく設定されていなかったり、割り込みチャンネルの設
定が誤っていると動作しません。また各チャンネルで使用するドライバが
RS485に設定されていない場合も動作しません。 

� 接続する信号 
ハーフデュプレクスの場合、信号の送受信に使用する信号は TXPnと TXMnで
す。また信号には極性がありますので各チャンネルの非反転信号どうし、反転
信号どうしを接続してください。他の機器を接続する場合、信号の極性が A/B
で表示されていることがありますが、デバイスメーカによって極性の割り当て
が異なるため注意が必要です。 

 

 



    13

6 仕様仕様仕様仕様 
表 6-1に HT3080の仕様を示します。 

表 6-1 HT3080仕様 

コントローラ XR16L788(Exar) 
RS232Cドライバ素子 TRS3243E(TIまたは相当品) 
RS485ドライバ素子 MAX3089E(Maxim) 
I/Oアドレス A[8:11]をジャンパで選択、100h毎に設定可能 

144バイトを占有 
チャンネル数 8 
ボーレートジェネレータ 各チャンネル独立、コントローラ内蔵 

RS232C:230.4kbps max. 
RS485/422/TTL: 460.8kbps max. 

割り込み 全チャンネルで 1つの割り込みを共有 
IRQ2から 7をジャンパで選択 

基板サイズ 90.2×95.9×15.2mm（突出部を含まず） 
電源電圧 5V±5% 20mA max. 

(周辺回路無接続時の typ.値) 
動作温度範囲 -20～70℃ 
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7 ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア機能機能機能機能 
この章では、HT3080のハードウェア機能に関連する事項について説明します。なお、
XR16L788の詳細についてはデータシートをご参照ください。 

7.1 ブロックブロックブロックブロック図図図図 
図 7-1に HT3080のブロック図を示します。 
 CN1 CN2

Address 
Decoder 

14.7456MHz 
CLOCK 

Decoder 
Address 

XR16L788

INT

D[7:0]

CS

A[7:0]

CN3

チャンネル 1トランシーバ  

チャンネル 2トランシーバ  

チャンネル 3トランシーバ  

チャンネル 4トランシーバ  

チャンネル 5トランシーバ  

チャンネル 6トランシーバ  

チャンネル 7トランシーバ  

チャンネル 8トランシーバ  

JP1～4/JP6～9 

スレッショルド電圧
(1.5V)作成回路  /RES

/IOW
/IOR

JP5 

チャンネル 1～8 
トランシーバ部へ  

 

図 7-1 HT3080ブロック図 

 
各チャンネルのトランシーバ回路ブロックを図 7-2に示します。信号名の n は、チャ
ンネル番号 1～8を表わしています。 
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 CN2/3

MAX3089E

TRS3243E

リセット時 
485 ドライバ出力
強制 OFF 回路 

/DSRn 
/DCDn 

/CTSn 
/R In

/DTRn 
TxDn 

RxDn 

/RTSn 

/RESET
VTH(1.5V)

TXMn 
T XPn 

DCDn 
DSRn 
CTSn 
RIn 

DTRn 
/TxDn 
RTSn 

H/F
RXPn 

/RxDn

RXMn 

DE

モード切替
ジャンパ 

RE

 
図 7-2 各チャンネルドライバ部 ブロック図 

7.2 コネクタコネクタコネクタコネクタ信号配置信号配置信号配置信号配置・・・・機能機能機能機能 

7.2.1 HT3080コネクタピンコネクタピンコネクタピンコネクタピン配列配列配列配列 
表 7-1から表 7-3にコネクタの信号配列を示します。表中、-印の端子は未使用です。 

表 7-1 CN1信号配列 

A1 - B1 GND 
A2 SD7 B2 RESETDRV
A3 SD6 B3 +5V 
A4 SD5 B4 IRQ2 
A5 SD4 B5 - 
A6 SD3 B6 - 
A7 SD2 B7 - 
A8 SD1 B8 - 
A9 SD0 B9 - 
A10 - B10 GND 
A11 AEN B11 - 
A12 - B12 - 
A13 - B13 /IOW 
A14 - B14 /IOR 
A15 - B15 - 

A16 SA15 B16 - 
A17 SA14 B17 - 
A18 SA13 B18 - 
A19 SA12 B19 - 
A20 SA11 B20 SYSCLK 
A21 SA10 B21 IRQ7 
A22 SA9 B22 IRQ6 
A23 SA8 B23 IRQ5 
A24 SA7 B24 IRQ4 
A25 SA6 B25 IRQ3 
A26 SA5 B26 - 
A27 SA4 B27 - 
A28 SA3 B28 - 
A29 SA2 B29 +5V 
A30 SA1 B30 - 
A31 SA0 B31 GND 
A32 GND B32 GND 
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表 7-2 CN2信号配列 

1 DCD1 2 DSR1 
3 /RXD1 4 RTS1 
5 /TXD1 6 CTS1 
7 DTR1 8 RI1*1 
9 RXM1*2 10 RXP1 

11 TXM1 12 TXP1 
13 DCD2 14 DSR2 
15 /RXD2 16 RTS2 
17 /TXD2 18 CTS2 
19 DTR2 20 RI2*1 
21 RXM2*2 22 RXP2 
23 TXM2 24 TXP2 
25 DCD3 26 DSR3 
27 /RXD3 28 RTS3 
29 /TXD3 30 CTS3 
31 DTR3 32 RI3*1 
33 RXM3*2 34 RXP3 
35 TXM3 36 TXP3 
37 DCD4 38 DSR4 
39 /RXD4 40 RTS4 
41 /TXD4 42 CTS4 
43 DTR4 44 RI4*1 
45 RXM4*2 46 RXP4 
47 TXM4 48 TXP4 
49 +5V 50 GND 

表 7-3 CN3信号配列 

1 DCD5 2 DSR5 
3 /RXD5 4 RTS5 
5 /TXD5 6 CTS5 
7 DTR5 8 RI5*1 
9 RXM5*2 10 RXP5 

11 TXM5 12 TXP5 
13 DCD6 14 DSR6 
15 /RXD6 16 RTS6 
17 /TXD6 18 CTS6 
19 DTR6 20 RI6*1 
21 RXM6*2 22 RXP6 
23 TXM6 24 TXP6 
25 DCD7 26 DSR7 
27 /RXD7 28 RTS7 
29 /TXD7 30 CTS7 
31 DTR7 32 RI7*1 
33 RXM7*2 34 RXP7 
35 TXM7 36 TXP7 
37 DCD8 38 DSR8 
39 /RXD8 40 RTS8 
41 /TXD8 42 CTS8 
43 DTR8 44 RI8*1 
45 RXM8*2 46 RXP8 
47 TXM8 48 TXP8 
49 +5V 50 GND 

 
*1: 485モード,TTLモードでは GNDと
なります。 

*2:232Cモードでは GNDとなります。 
 

7.2.2 バスバスバスバス信号信号信号信号(CN1) 
CN1には、CPUバス信号が配置されています。信号配置は PC/104に準拠しています。 

表 7-4 CN1信号 

信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    
SA[15:0] アドレス入力です。 
AEN アドレス入力が有効であることを示します。I/O のアドレスデコードには SA とと

もに、この信号が Lであることを使用しています。 
SD[7:0] データ入出力バスです。 
/IOR I/O リード信号です。 
/IOW I/O ライト信号です。 
RESETDRV リセット入力です。Ｈアクティブですのでご注意ください。 
IRQ[7:2] 外部割り込み出力です。本ボードが使用する割り込み出力は JP5 で選択します。 
+5V システムの電源です。+5V を供給します。 
GND システムの GND です。 
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7.2.3 入入入入出出出出力力力力信号信号信号信号(CN2/CN3) 
CN2、CN3にはシリアル入出力信号が配置されています。表 7-5に各信号の機能を示
します。(表中信号名の nはチャンネル番号 1～8を表しています。) RInおよび RXMn
は使用するモードによって GNDとなります。RS485信号をハーフデュプレクスで使
用する場合は、TxPnおよび TxMnを使用してください。 

表 7-5 CN2/CN3信号 

信号名信号名信号名信号名    入出力入出力入出力入出力    232C232C232C232C    485485485485フルフルフルフル    485485485485ハーフハーフハーフハーフ    TTLTTLTTLTTL    
/TXDn 出力 TxD(232C) 使用できません 
/RXDn 入力 RxD(232C) 使用できません 
DCDn 入力 DCD(232C) 使用できません 
DSRn 入力 DSR(232C) 使用できません 
RTSn 出力 RTS(232C) 使用できません 
CTSn 入力 CTS(232C) 使用できません 
DTRn 出力 DTR(232C) 使用できません 
RIn 入力 RI(232C) GND GND 
RXPn 入力 使用できません RXP(485) 使用できません RxD(TTL) 
RXMn 入力 GND RXM(485) 使用できません 使用できません 
TXPn 出力*1 使用できません TXP(485) TXP入出力(485) TxD(TTL) 
TXMn 出力*1 使用できません TXM(485) TXM入出力(485)  使用できません 
+5V - +5V 
GND - GND 
*1:485ハーフデュプレクス時には入出力信号となります。 

7.2.4 コネクタコネクタコネクタコネクタ型式型式型式型式 
コネクタの型式等を表 7-6に示します。コネクタのメーカ・型式は同等他社製品が使
用される場合があります。 

表 7-6 コネクタ型式 

コネクタコネクタコネクタコネクタ    メーカメーカメーカメーカ    型式型式型式型式    備考備考備考備考    
CN1 ASTRON 25-0206-232-1G-R PC/104 J1スタックスルーコネクタ 
CN2 ASTRON 26-02-225-1G-R 50極ボックスピンヘッダ 
CN3 ASTRON 26-02-225-1G-R 50極ボックスピンヘッダ 

 
CN2、CN3に適合するソケットの参考型式を表 7-7に示します。 

表 7-7 CN2/3適合ソケット型式 

メーカメーカメーカメーカ    型式型式型式型式    備考備考備考備考    
HIF3BB-50D-2.54R  
HIF3BB-50D-2.54C バラ線圧接タイプハウジング 

ヒロセ電機 

HIF3-2226SCA 上記ハウジング用端子(AWG#22～26) 
オムロン XG4M-5030 ストレインリリーフ別売 型名 XG4T-5004 
和泉電気 JE1S-501 ストレインリリーフなし品は JE1S-503 

7.2.5 オプションケーブルオプションケーブルオプションケーブルオプションケーブル HT3080-01 
オプションケーブルは、CN2(CN3)の信号をDTE配列の RS232C用Dsub9ピンオスコ
ネクタ 4つに変換します。ケーブル長は約 25cmです。使用部品を表 7-8に示します。
コネクタのメーカ・型式は同等他社製品が使用される場合があります。 
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表 7-8 オプションケーブルコネクタ型式 

コネクタコネクタコネクタコネクタ    メーカーメーカーメーカーメーカー    型式型式型式型式    備考備考備考備考    
CNa HIROSE HIF3BB-50D-2.54R 50極圧接コネクタ 

CNb～e Amphenol L17DEFRA09P 9極 D-SUBオスピンコネクタ(IDC) 
※D-SUB取付用スペーサ、ナット、ワッシャ、ばねワッシャが 4組付属します。 
 
図 7-3にケーブルの結線を示します。 

 
図 7-3 オプションケーブル結線 
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Dsub9ピン(オス)コネクタの信号配列を表 7-9に示します。 

表 7-9 D-sub9ピン(オス)コネクタ信号配列 

ピンピンピンピン番号番号番号番号    機能機能機能機能    
1 DCD 
2 RXD 
3 TXD 
4 DTR 
5 GND 

 

ピンピンピンピン番号番号番号番号    機能機能機能機能    
6 DSR 
7 RTS 
8 CTS 
9 RI 

 
 

7.3 ジャンパジャンパジャンパジャンパ設定設定設定設定 
HT3080 には全チャンネルに共通の JP1～9 までのジャンパと、各チャンネル毎に
JPn0 から n6 までのジャンパ(n=1～8)があります。出荷時出荷時出荷時出荷時 JP1JP1JP1JP1～～～～5555 およびおよびおよびおよび JPn0JPn0JPn0JPn0(n=1(n=1(n=1(n=1
～～～～8)8)8)8)にはにはにはにはジャンパソケットジャンパソケットジャンパソケットジャンパソケットがががが取取取取りりりり付付付付けられていませんけられていませんけられていませんけられていませんので、使用環境にあわせて設定
してください。 

7.3.1 JP1～～～～JP4 
JP1～4は、本ボードの占有する 144バイト I/O空間の先頭アドレス(ベースアドレス)
を設定します。アドレスの設定は SA[11:8]について行い、アドレスの下位 8 ビット
SA[7:0]はボード内の I/O選択に使用されるため設定することはできません。 JP1～4
は 3 極ジャンパポストで、●印の側にジャンパソケットを取り付けると 1、反対側に
取り付けると 0が設定されます。 
JPの設定とベースアドレスの関係は表 7-10をご参照ください。zは JP6～9で指定さ
れ、出荷時の設定は z=0(SA[15:12]は全て 0)となっています。JP6～9の設定について
は表 7-11をご参照ください。 

表 7-10 JP1～4の設定とベースアドレス

JP1JP1JP1JP1    JPJPJPJP2222    JP3JP3JP3JP3    JP4JP4JP4JP4    ベースベースベースベースアドレスアドレスアドレスアドレス    

0 0 0 0 z000 
0 0 0 1 z100 
0 0 1 0 z200 
0 0 1 1 z300 
0 1 0 0 z400 
0 1 0 1 z500 
0 1 1 0 z600 
0 1 1 1 z700 

 

JP1JP1JP1JP1  JPJPJPJP2222  JP3JP3JP3JP3  JP4JP4JP4JP4  ベースベースベースベースアドレスアドレスアドレスアドレス    

1 0 0 0 z800 
1 0 0 1 z900 
1 0 1 0 zA00 
1 0 1 1 zB00 
1 1 0 0 zC00 
1 1 0 1 zD00 
1 1 1 0 zE00 
1 1 1 1 zF00 

 
 
《注意》 
JP1JP1JP1JP1～～～～4444ののののジャンパソケットジャンパソケットジャンパソケットジャンパソケットはははは必必必必ずずずず設定設定設定設定ししししてくださいてくださいてくださいてください。。。。ジャンパソケットをはずした状
態で動作させないでください。 
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7.3.2 JP5 
JP2は使用する割り込みチャンネルを選択します。ジャンパソケットの設定は、図 7-4
をご参照ください。 
割り込みを使用しない場合は、JP5 にジャンパソケットを取り付けしないか、図中の
未使用の位置に取り付けてください。 
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図 7-4 JP5の設定 

 

7.3.3 JP6～～～～9 
JP6～9は HT3080のベースアドレス SA[15:12]を設定するジャンパで、0Ωチップ抵
抗取り付け位置で設定します。ジャンパ番号は(数字のみで)シルク表示されています。
●印のある側にチップ抵抗を取り付けた場合は 1、反対側に取り付けた場合は 0 とな
ります。HT3080出荷時は全て 0に設定されています。表 7-11に JP6～9の設定とベ
ースアドレスの関係を示します。xは JP1～4で指定されます。JP1～4の設定につい
ては表 7-10をご参照ください。  

表 7-11 JP6～9の設定とベースアドレス

JP6JP6JP6JP6    JP7JP7JP7JP7    JP8JP8JP8JP8    JP9JP9JP9JP9    ベースベースベースベースアドレスアドレスアドレスアドレス    

0 0 0 0 0x00 
0 0 0 1 1x00 
0 0 1 0 2x00 
0 0 1 1 3x00 
0 1 0 0 4x00 
0 1 0 1 5x00 
0 1 1 0 6x00 
0 1 1 1 7x00 

 

JP6JP6JP6JP6  JP7JP7JP7JP7  JP8JP8JP8JP8  JP9JP9JP9JP9  ベースベースベースベースアドレスアドレスアドレスアドレス    

1 0 0 0 8x00 
1 0 0 1 9x00 
1 0 1 0 Ax00 
1 0 1 1 Bx00 
1 1 0 0 Cx00 
1 1 0 1 Dx00 
1 1 1 0 Ex00 
1 1 1 1 Fx00 

 
《注意》 
JP6JP6JP6JP6～～～～9999ののののジャンパジャンパジャンパジャンパはははは必必必必ずずずず 0000かかかか 1111をををを設定設定設定設定ししししてくださいてくださいてくださいてください。。。。ジャンパをはずした状態で動作
させないでください。 
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7.3.4 JPn0 
 

JPn0(n=1～8)は各チャンネルの送受信に使用するドライバを RS232C/485(422)/TTL
から選択するジャンパです。n はチャンネル番号に対応します。設定は図 7-5をご参
照ください。使用しないチャンネルの設定はいずれの状態でもかまいませんが、全て
のジャンパをはずした状態でドライバの消費電力が最小となります。 
 

 

2 1

8 7

232C 485 TTL 

2 1

8 7

2 1

8 7

TTL(Direct)*1

2 1

8 7

 
図 7-5 JPn0 ラインドライバ選択 

*1:この設定で使用する場合は、JPn5を ONにする必要があります。7.3.7項をご参照
ください。 

《注意》 
図に示されていない組み合わせのジャンパ設定はしないようご注意ください。電源が
ジャンパで短絡される組み合わせがあり、HT3080 のパターン焼損等の事故につなが
る可能性があります。 
 

7.3.5 JPn1/JPn2 
JPn1/JPn2(n=1～8)は各チャンネルをRS485/422で使用する場合のドライバスルーレ
ートを設定するジャンパです。ジャンパ番号は(数字のみで)シルク表示されています。
ジャンパ設定とスルーレートの関係は表 7-12をご参照ください。0Ωチップ抵抗を取
り付けた場合 ON, 取り外した場合 OFFとなります。出荷時には 500kbpsにスルーレ
ート制限されています。 

表 7-12 JPn1/JPn2設定とスルーレート 

JPn1JPn1JPn1JPn1  JPn2JPn2JPn2JPn2  スルーレートスルーレートスルーレートスルーレート    
OFF OFF 115kbps 
OFF ON 10Mbps 
ON OFF 500kbps(出荷時設定) 

 
《注意》 
表に示されていない組み合わせ(JPn1/JPn2両方を ON) の設定はしないようご注意く
ださい。ジャンパを通して電源が短絡されるため、HT3080 のパターン焼損等の事故
につながる可能性があります。 
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7.3.6 JPn3/JPn4 
JPn3/JPn4(n=1～8)は、各チャンネルを RS232Cで使用する場合のオートパワーダウ
ン機能設定ジャンパです。ジャンパ番号は(数字のみで)シルク表示されています。ジャ
ンパ設定とオートパワーダウン機能の関係は表 7-13をご参照ください。0Ωチップ抵
抗を取り付けた場合 ON, 取り外した場合 OFFとなります。出荷時にはオートパワー
ダウン機能は無効に設定されています。 
オートパワーダウンが有効となっている場合、各チャンネルの RS232Cレベル入力に
信号が観測されないと RS232Cドライバ出力がオフとなります。 

表 7-13 JPn3/JPn4設定とオートパワーダウン 

JPn3JPn3JPn3JPn3    JPnJPnJPnJPn4444    オートパワーダウンオートパワーダウンオートパワーダウンオートパワーダウン機能機能機能機能    
OFF ON オートパワーダウン有効 
ON OFF オートパワーダウン無効(出荷時) 

 
《注意》 
JPn3/JPn4両方を ONに設定しないようご注意ください。ジャンパを通して電源が短
絡されるため、HT3080 のパターン焼損等の事故につながる可能性があります。また
JPn3/JPn4両方を OFFにすると RS232Cドライバの制御入力端子がオープンとなり
動作が不安定となりますので、設定しないでください。 
 

7.3.7 JPn5 
JPn5(n=1～8)は、各チャンネルの受信信号を TTL レベルで使用する場合に、RS485
レシーバを通さず、直接 XR16L788の Rxn入力に接続するためのジャンパです。ジャ
ンパ番号は(数字のみで)シルク表示されています。0Ωチップ抵抗を取り付けた場合
ON, 取り外した場合 OFFとなります。出荷時このジャンパは OFFに設定されていま
す。JPn5 を ON にする場合は、RS485 レシーバの出力と競合しないよう、JPn0 を
TTL(Direct)の設定にしてください。(図 7-5参照) 

7.3.8 JPn6 
JPn6(n=1～8)は、各チャンネルの送信信号を TTL レベルで使用する場合に、RS485
ドライバ出力を使用せず、直接 XR16L788 の Txn 出力に接続するためのジャンパで
す。ジャンパ番号は(数字のみで)シルク表示されています。0Ωチップ抵抗を取り付け
た場合 ON, 取り外した場合 OFF となります。出荷時このジャンパは OFF に設定さ
れています。JPn6 を ON にする場合は、RS485 ドライバの出力と競合しないよう、
該当チャンネルの RTSをソフトウェアでアクティブにしないようご注意ください。 
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7.4 RS485出力出力出力出力ドライドライドライドライババババ制御制御制御制御 
HT3080では RS485出力ドライバの ON/OFFを RTSで制御します。 
自動 RS485ハーフデュプレクス機能を有効にすると、XR16L788は送信時に/RTS(ま
たは/DTR)を Hにし、送信後 Lに戻します。RS485の出力ドライバMAX3089Eの送
信ドライバイネーブル入力(DE)は、Hのとき出力ドライバがアクティブとなるため、
基本的には XR16L788 の/RTS 出力をドライバの DE 入力に接続すればよいのです
が、ハードウェアリセット時に XR16L788の/RTSは Hとなるためドライバ出力がア
クティブになってしまいます。 
このため HT3080ではハードウェアリセット後MAX3089Eの DE入力を Lとし、該
当チャンネルの/RTS 信号が H→L→Hと遷移してから DE 入力を/RTS で制御する回
路を各チャンネルに付加しています。 
図 7-6に RESETDRV、/RTSの変化に対する DEの状態変化を波形で示します。 
 
 

MAX3089E DE 

XR16L788 /RTS 

RESETDRV 

RES ETDR Vで DE が L になる 
/RT S が H でも DE は L のまま 

/ RTS の立ち上がりから 
D Eは /RT Sに従う 

 
図 7-6 RS485出力イネーブル信号の制御 

RS485をフルデュプレクスで使用する場合も、出力ドライバをアクティブにするため
に/RTSを H→L→Hと変化させる必要があります。/RTSの制御については8.2.8項を
ご参照ください。 

7.5 RS485ハーフハーフハーフハーフ・・・・フルデュプレクスフルデュプレクスフルデュプレクスフルデュプレクス切替切替切替切替 
HT3080では RS485のハーフ・フルデュプレクス切替を各チャンネルの/DTRで制御
します。各チャンネルの/DTRがMAX3089Eの H/F端子に接続されており、/DTRが
アクティブの場合はフルデュプレクス、インアクティブの場合はハーフデュプレクス
となります。/DTRの制御については8.2.8項をご参照ください。 

7.6 タイマタイマタイマタイマ外部外部外部外部クロッククロッククロッククロック入力入力入力入力 
XR16L788のタイマクロック入力 TMRCKには、オンボードのボーレートクロック発
振回路のほか外部クロックを接続することも可能です。外部クロックを使用する場合
は R90 に 0Ωのチップ抵抗を取り付けると、PC/104 バスの SYSCLK を XR16L788
の TMRCKに接続することができます。(出荷時 R90には部品が実装されていません。
基板裏面シルクで 90と表示されています。) 
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8 内蔵内蔵内蔵内蔵レジスタレジスタレジスタレジスタ 
この章では、HT3080に採用している XR16L788のレジスタについて説明します。 
HT3080は I/Oアドレス空間に XR16L788のレジスタ 144バイトを占有し、そのベー
スアドレスを JP1～4 で設定します。同時に使用する他の PC/104 モジュールの占有
I/O アドレスと重複しないようご注意ください。HT3080 はアドレスデコードを
SA[15:0]までの 16ビットで行っていますが、他の PC/104モジュールは SA[10:0]まで
をデコードに使用している場合があります。 
たとえば SA[10:0]までをデコードに使用しているボードの占有アドレスが 300Hから 
16バイトの場合、そのイメージは B00H、1300H、1B00H…等にも存在しますので、
HT3080のベースアドレスは 300Hだけでなく B00Hに設定することもできません。 

8.1 レジスタマップレジスタマップレジスタマップレジスタマップ 
図 8-1に XR16L788のレジスタの概要を示します。XR16L788のレジスタは各チャン
ネルごとに用意されている UARTチャンネルコンフィグレーションレジスタと、デバ
イス全体の設定を行うデバイスコンフィグレーションレジスタで構成されています。
各チャンネルのUARTチャンネルコンフィグレーションレジスタのうち先頭 8バイト
は 16550互換です。 
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チャンネル 0 レジスタ
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チャンネル 2 レジスタ
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図 8-1 XR16L788のレジスタ概要 
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8.2  UARTチャンネルコンフィグレーションチャンネルコンフィグレーションチャンネルコンフィグレーションチャンネルコンフィグレーションレジスタレジスタレジスタレジスタ 
表 8-1に各チャンネルのUARTチャンネルコンフィグレーションレジスタのアドレス
マップを示します。先頭の 8つのレジスタは 16550互換レジスタ、それ以降のレジス
タが拡張されたレジスタとなっています。互換レジスタにもビット機能が拡張された
箇所がありますので、16550用に作成されたプログラムを HT3080用に書き換えする
場合は注意が必要です。 

表 8-1 UARTチャンネルコンフィグレーションレジスタアドレスマップ 

SA3SA3SA3SA3    SA2SA2SA2SA2    SA1SA1SA1SA1    SA0SA0SA0SA0    Read/WriteRead/WriteRead/WriteRead/Write    レジスタレジスタレジスタレジスタ    機能機能機能機能    
0 0 0 0 R/W DLL ディバイザラッチ LSB(LCR[7]=1の場合) 
0 0 0 1 R/W DLM ディバイザラッチMSB(LCR[7]=1の場合) 
0 0 0 0 RO RHR 受信ホールディングレジスタ(LCR[7]=0の場合) 
0 0 0 0 WO THR 送信ホールディングレジスタ(LCR[7]=0の場合) 
0 0 0 1 R/W IER インタラプトイネーブルレジスタ(LCR[7]=0の場合)
0 0 1 0 RO ISR インタラプトステータスレジスタ 
0 0 1 0 WO FCR FIFOコントロールレジスタ 
0 0 1 1 R/W LCR ラインコントロールレジスタ 
0 1 0 0 R/W MCR モデムコントロールレジスタ 
0 1 0 1 RO LSR ラインステータスレジスタ 
0 1 1 0 RO MSR モデムステータスレジスタ 
0 1 1 0 WO RS485DLY RS485ターンアラウンドディレイレジスタ 
0 1 1 1 R/W SPR スクラッチパッドレジスタ 
1 0 0 0 R/W FCTR フィーチャーコントロールレジスタ 
1 0 0 1 R/W EFR エンハンスドファンクションレジスタ 
1 0 1 0 RO TXCNT 送信 FIFOレベルカウンタ 
1 0 1 0 WO TXTRG 送信 FIFOトリガレベル 
1 0 1 1 RO RXCNT 受信 FIFOレベルカウンタ 
1 0 1 1 WO RXTRG 受信 FIFOトリガレベル 
1 1 0 0 WO Xoff1 Xoffキャラクタ 1 
1 1 0 0 RO Xchar X制御キャラクタレジスタ 
1 1 0 1 WO Xoff2 Xoffキャラクタ 2 
1 1 1 0 WO Xon1 Xonキャラクタ 1 
1 1 1 1 WO xon2 Xonキャラクタ 2 

 
各レジスタ詳細については、XR16L788のデータシートをご参照ください。 
 

8.2.1 RHR 
RHR は受信データを読み出しする 8bit のレジスタで、読み出し専用です。同じアド
レスへの書き込みは THR への書き込みとなります。RHR と DLL レジスタは同じア
ドレスにマッピングされているため、RHRをアクセスする場合は LCRの bit7に 0を
設定する必要があります。 
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8.2.2 THR 
THR は送信データを書き込みする 8bit のレジスタで、書き込み専用です。同じアド
レスからのデータ読み出しでは、RHRの値を読み出します。THRと DLLレジスタは
同じアドレスにマッピングされているため、THRをアクセスする場合は、LCRの bit7
に 0を設定する必要があります。 
THRへの書き込みは、THR割り込み時または LSRの THREmptyが 1のときに行っ
てください。 

8.2.3 DLL, DLM 
DLL/DLMレジスタはボーレートジェネレータの分周比を設定するレジスタでDLLが
LSB、DLMがMSBとなる 16bitレジスタを構成しています。 
ボーレートは 14.7456MHzを DLL/DLMレジスタ設定値で分周して作成されますが、
プリスケーラの設定(MCRレジスタのBRG Prescalerビット)とサンプリングクロック
の設定(8XMODEレジスタの UARTnビット)にも影響をうけます。分周比の計算式と
これらの設定値との関係を表 8-2に示します。 

表 8-2 分周比計算式 

BRG PrescalerBRG PrescalerBRG PrescalerBRG Prescaler    8XMODE8XMODE8XMODE8XMODE  分周比分周比分周比分周比    
0 0 14745600/(ボーレート設定値×16) 
0 1 14745600/(ボーレート設定値×8) 
1 0 3686400/(ボーレート設定値×16) 
1 1 3686400/(ボーレート設定値×8) 

 
DLL/DLMレジスタは THR/RHR/IERと同じアドレスにマッピングされているため、
DLL/DLMレジスタをアクセスする場合は、LCRの bit7に 1を設定する必要がありま
す。なおリセット時 DLL/DLMの値は不定です。 
《注意》 
MCR レジスタの BRGPrescaler ビットは 16550 互換レジスタに割り当てされていま
すが XR16L788 の拡張機能です。ソフトウェア移植の際にはご注意ください。また
UART用のシステムクロックや分周比設定値の計算は PC/ATとは異なります。PC/AT
の場合、分周比は 1843200/(ボーレート設定値×16)で計算されます。 

8.2.4 IER 
IERは割り込み禁止・許可を設定する 8bitのレジスタです。IERと DLMレジスタは
同じアドレスにマッピングされているため、IERをアクセスする場合は、LCRの bit7
に 0を設定する必要があります。 
IERのビット構成を図 8-2に、各ビットの機能を表 8-3に示します。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

CTS Int. 
Enable 

RTS Int. 
Enable 

Xoff Int. 
Enable 0 

Modem 
Status 

Int. 
Enable 

RX Line 
Status 

Int. 
Enable 

THR Int. 
Enable 

RHR Int. 
Enable 

図 8-2 IERの構成 

 

 



    27

表 8-3 IERの各ビット機能 

bitbitbitbit    説明説明説明説明    
RHR Int. Enable nonFIFOモードでは RHRに受信データがある場合、FIFOモードでは受信

FIFOが設定されたトリガレベルに達した場合に割り込みを発生します。 
THR Int. Enable THRが空となった場合または送信FIFOが設定されたトリガレベルを下回っ

た場合に割り込みを発生します。 
RX Line Status 
Int. Enable 

LSRのビット１～4のいずれかが 1になった場合に割り込みを発生します。

Modem Status 
Int. Enable 

MSRのビット 0～3のいずれかが 1になった場合に割り込みを発生します。

Xoff Int. Enable Xoff/Xon/特別キャラクタ受信で割り込みを発生します。この機能を使用する
場合は EFRの bit4に 1を設定する必要があります。 

RTS Int. Enable オートハードフロー制御を使用する設定で、/RTSまたは/DTRがアクティブ
からインアクティブになった場合に割り込みを発生します。この機能を使用
する場合は EFRの bit4に 1を設定する必要があります。 

CTS Int. Enable オートハードフロー制御を使用する設定で、/CTSまたは/DSRがアクティブ
からインアクティブになった場合に割り込みを発生します。この機能を使用
する場合は EFRの bit4に 1を設定する必要があります。 

 
0が設定されたビットの割り込みは禁止、1が設定されたビットの割り込みは許可され
ます。リセット後 IERは 00Hに初期化されます。 

8.2.5 ISR 
ISRは割り込みのステータスを示す 8bitのレジスタで、読み出し専用です。同じアド
レスへの書き込みは FCRへの書き込みとなります。 
ISRのビット構成を図 8-3に示します。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
FIFOs 
Enable 

FIFOs 
Enable 

INT 
Source 
Bit-5 

INT 
Source 
Bit-4 

INT 
Source 
Bit-3 

INT 
Source 
Bit-2 

INT 
Source 
Bit-1 

INT 
Source 
Bit-0 

図 8-3 ISRの構成 

FIFOsEnableビットには FIFOが有効な場合は 1、無効の場合は 0が読み出されます。 
INT Sourceフィールドは 6ビットで構成され、ISRの読み出しでその時点で一番高い
優先順位の割り込み要因を返します。その他の割り込みはその割り込みが処理される
まで保留となります。 

表 8-4 割り込み要因とプライオリティレベル 

プライオリティプライオリティプライオリティプライオリティ  Bit5Bit5Bit5Bit5    Bit4Bit4Bit4Bit4    Bit3Bit3Bit3Bit3    Bit2Bit2Bit2Bit2  BitBitBitBit1111  BitBitBitBit0000  割割割割りりりり込込込込みみみみ要因要因要因要因    
1 0 0 0 1 1 0 LSRbit1,2,3,4に変化があった場合 
2 0 0 0 1 0 0 受信トリガレベルによる RxDataRDY 
3 0 0 1 1 0 0 タイムアウトによる RxRDY 

4 0 0 0 0 1 0 THRが空になった場合(オートRS485 機能を有効にして
いる場合は TSRが空になった場合) 

5 0 0 0 0 0 0 MSRの bit0,1,2,3に変化があった場合 
6 0 1 0 0 0 0 Xon/Xoff/特別キャラクタが検出された場合 

7 1 0 0 0 0 0 オートハードフロー制御ラインがアクティブからインア
クティブになった場合 

- 0 0 0 0 0 1 なし 
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表 8-4に INT Sourceフィールドの値と、割り込み要因を示します。複数の割り込み条
件が成立した場合は、表中の優先順位が高いものから通知されます。ISRの bit4、bit5
は拡張機能のため、この機能を使用する場合は EFR の bit4 に 1を設定する必要があ
ります。各割り込みの発生条件、クリア条件を表 8-5に示します。 

表 8-5 割り込みの発生、クリア条件 

割割割割りりりり込込込込みみみみ    発生発生発生発生    クリアクリアクリアクリア    
LSR LSRbit1/2/3/4の変化 LSR読み出したとき 
RxRDY 受信トリガレベル 受信 FIFO がトリガレベルを下回

ったとき 
RxRDY 受信タイムアウト RHRの読み出し 
TxRDY THRが空となったとき(オート

RS485 機能が有効な場合は
TSRが空となったとき) 

ISR読み出しまたは THRへの書き
込み 

MSR MSRbit0/1/2/3の変化 MSRの読み出し 
Xon/Xoff Xon/Xoff受信 ISR読み出し 
SpecialCharacter 特別キャラクタ受信 ISR 読み出しまたは次のキャラク

タ受信 
オートハードフロー 制御入出力の変化 MSRの読み出し 
 

8.2.6 FCR 
FCRは FIFOの動作を設定する 8bitのレジスタで、書き込み専用です。同じアドレス
の読み出しは ISRの読み出しとなります。FCRのビット構成を図 8-4に示します。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
RX FIFO 
Trigger 

RX FIFO 
Trigger 

TX FIFO 
Trigger 

TX FIFO 
Trigger - TX FIFO 

Reset 
RX FIFO 

Reset 
FIFOs 
Enable 

図 8-4 FCRの構成 

FCRの各ビット機能を表 8-6に示します。FIFOのトリガレベル設定はFCTRのbit6,7
の設定により異なります。表 8-7をご参照ください。FCRの bit4、bit5は拡張機能の
ため、この機能を使用する場合は EFR の bit4 に 1を設定する必要があります。リセ
ット時に FCRは 00Hに初期化されます。 

表 8-6 FCRの各ビット機能 

bitbitbitbit    説明説明説明説明    

FIFOs Enable 
0:送受信 FIFOを禁止します。(初期値) 
1:送受信 FIFOを許可します。 
このビットが 0の場合は FCRのその他のビットは設定できません。 

RX FIFO Reset 1を書き込むと受信 FIFOをリセットします。リセット後このビットは 0に
戻ります。 

TX FIFO Reset 1を書き込むと送信 FIFOをリセットします。リセット後このビットは 0に
戻ります。 

TX FIFO Trigger 
Select 

送信 FIFOのトリガレベルを選択します。選択されるトリガレベルは FCTR
の bit6,7の設定によって異なります。 

RX FIFO Trigger 
Select 

受信 FIFOのトリガレベルを選択します。選択されるトリガレベルは FCTR
の bit6,7の設定によって異なります。 
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表 8-7 FIFOトリガテーブルとトリガレベル設定値 

FCTRFCTRFCTRFCTR    FCRFCRFCRFCR    トリガレベルトリガレベルトリガレベルトリガレベル    トリガテーブルトリガテーブルトリガテーブルトリガテーブル    
Bit7Bit7Bit7Bit7    Bit6Bit6Bit6Bit6  Bit7Bit7Bit7Bit7  Bit6Bit6Bit6Bit6  Bit5Bit5Bit5Bit5  Bit4Bit4Bit4Bit4  受信受信受信受信    送信送信送信送信    

  0 0  1 
0 0   1  
0 1   4  
1 0   8  

Table A 0 0 

1 1   14  
  0 0  16 
  0 1  8 
  1 0  24 
  1 1  30 
0 0   8  
0 1   16  
1 0   24  

Table B 0 1 

1 1   28  
  0 0  8 
  0 1  16 
  1 0  32 
  1 1  56 
0 0   8  
0 1   16  
1 0   56  

Table C 1 0 

1 1   60  
Table D 1 1 X X X X RXTRGで設定 TXTRGで設定 

 

8.2.7 LCR 
LCR は非同期通信フォーマットを設定する 8bit のレジスタです。FCR のビット構成
を図 8-5に、各ビットの機能を表 8-8に示します。リセット時 LCR は 00H に初期化
されます。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
Divisor 
Enable 

Set TX 
Break Set Parity Even 

Parity 
Parity 
Enable Stop Bits

Word 
Length 

bit 1 

Word 
Length 

bit 0 

図 8-5 LCRの構成 
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表 8-8 LCRの各ビット機能 

bitbitbitbit    説明説明説明説明    

Word Length[1:0] 

通信のキャラクタ長を設定します。 
00:5bit 
01:6bit 
10:7bit 
11:8bit 

Stop Bits 
ストップビット長を設定します。 
0:1stop bit 
1:2stop bit(キャラクタ長が 5bitの場合は 1.5stop bit) 

Parity Enable 0:パリティを使用しません。 
1:送信時パリティを付加し、受信時はパリティエラーチェックを行います。

Even Parity 0:奇数パリティ(ODD) 
1:偶数パリティ(EVEN) 

Set Parity 

Parity Enableビットが 1の場合に、 
0:パリティの計算を行います。 
1:強制的にパリティの値を設定します。奇数パリティ設定の場合はパリティ
ビットを1に、偶数パリティ設定の場合はパリティビットを０に設定します。

SetTX Break 1を設定するとこのビットを 0に戻すまで送信出力をブレーク状態にしま
す。 

Divisor Enable 0:RHR/THRをアクセスすることができます。 
1:DLL/DLMをアクセスすることができます。 

8.2.8 MCR 
MCRはモデムインターフェース信号を制御する 8bitのレジスタです。MCRのビット
構成を図 8-6に、各ビットの機能を表 8-9に示します。リセット時MCRは 00Hに初
期化されます。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
BRG 

Prescaler IR Enable Xon Any Internal 
Loopback - Flow Sel RTS 

Control 
DTR 

Control 

図 8-6 MCRの構成 

表 8-9 MCRの各ビット機能 

bitbitbitbit    説明説明説明説明    

BRG Prescaler 0:プリスケーラ分周比を 1に設定します。 
1:プリスケーラ分周比を 4に設定します。 

IR Enable 0:通常のモデム送受信インターフェースを選択します。 
1:IrDAモードとなりますが、HT3080ではサポートしていません。 

Xon Any このビットを 1に設定すると、受信キャラクタが Xon以外でもデータ送信
を再開します。 

Internal 
Loopback 

0:ループバック状態を解除します。 
1:ローカルループバック状態にします。 

Flow Sel 
ハードフロー制御に使う信号を選択します。 
0:RTS/CTSを使用します。 
1:DTR/DSRを使用します。 

RTS control 
RTS端子のレベルを制御します。RS485モード時の機能は7.4をご参照ください。
0:RTSをインアクティブにします。 
1:RTSをアクティブにします。 

DTR control 
DTR端子のレベルを制御します。RS485モード時の機能は7.5をご参照ください。
0:DTRをインアクティブにします。 
1:DTRをアクティブにします。 
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MCR の bit2、bit5、bit6、bit7 は拡張機能のため、この機能を使用する場合は EFR
の bit4に 1を設定する必要があります。 

8.2.9 LSR 
LSR は UARTとホスト間のデータ転送ステータスを提供する 8bitのレジスタです。
LSRのビット構成を図 8-6に、各ビットの機能を表 8-9に示します。リセット時MCR
は 60Hに初期化されます。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
RX FIFO 
ERROR 

TSR 
Empty 

THR 
Empty RX Break

RX 
Framing 

Error 
RX Parity 

Error 
Rx 

OverRun 
RxData 
Ready 

図 8-7 LSRの構成 

表 8-10 LSRの各ビット機能 

bitbitbitbit    説明説明説明説明    

RX FIFO Error 
0:受信 FIFOにエラーがないことを示します。 
1:受信 FIFOになんらかのエラーがあることを示します。FIFOからエラー
がなくなるとこのビットはクリアされます。 

TSR Empty 0:THRまたは TSRにデータがある場合 
1:送信アイドル状態を示します。 

THR Empty 0:THRにデータがある場合 
1:THRまたは TXFIFOに空きがある場合 

RX Break 
0:ブレーク状態ではないことを示します。 
1:ブレーク信号を受信したことを示します。FIFOモードでは FIFOには 1
バイトのみブレークキャラクタがロードされます。 

RX Framing 
Error 

0:フレーミングエラーなし 
1:フレーミングエラー 

RX Parity Error 0:パリティエラーなし 
1:パリティエラー検出 

RX Overrun 
Error 

0:オーバーランエラーなし 
1:オーバーランエラー検出 

RX Data Ready 0:受信データなし 
1:受信データあり 

 

8.2.10 MSR 
MSR はモデムインターフェース信号の状態を示す 8bit のレジスタで、読み出し専用
です。同じアドレスへの書き込みは RS485DLYレジスタへの書き込みとなります。 
MSRのビット構成を図 8-8に、各ビットの機能を表 8-11に示します。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
CD RI DSR CTS CD 

Change 
RI 

Change 
DSR 

Change 
CTS 

Change 

図 8-8 MSRの構成 
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表 8-11 MSRの各ビット機能 

bitbitbitbit    説明説明説明説明    

CD 0:CDがインアクティブ 
1:CDがアクティブ 

RI 0:RIがインアクティブ 
1:RIがアクティブ 

DSR 0:DSRがインアクティブ 
1DSRがアクティブ 

CTS 0:CTSがインアクティブ 
1:CTSがアクティブ 

CD Change 
0:CDの状態に変化がないことを示します。 
1:CDの状態に変化があったことを示します。このレジスタの読み出しで 0
にリセットされます。 

RI Change 
0:RIの状態に変化がないことを示します。 
1:RIの状態に変化があったことを示します。このレジスタの読み出しで 0
にリセットされます。 

DSR Change 
0:DSRの状態に変化がないことを示します。 
1:DSRの状態に変化があったことを示します。このレジスタの読み出しで 0
にリセットされます。 

CTS Change 
0:CTSの状態に変化がないことを示します。 
1:CTSの状態に変化があったことを示します。このレジスタの読み出しで 0
にリセットされます。 

 

8.2.11 RS485DLY 
RS485DLY レジスタは、オート RS485 モードの場合に送信から受信への切替時間を
設定する書き込み専用レジスタです。同じアドレスの読み出しは MSR レジスタから
の読み出しとなります。図 8-9に RS485DLYレジスタのビット構成を示します。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
DLY3 DLY2 DLY1 DLY0 0 0 0 0 

図 8-9 RS485DLYの構成 

DLY[3:0]の 4 ビットで 0 から 15 までの値を設定可能です。最終データのストップビ
ット送信後から DLY で指定された値×1 ビット時間のディレイ後に RTS を切り替え
て RS485出力をハイインピーダンスにします。 
 

8.2.12 SPR 
SPRはユーザが自由に使用することができる 8bitのスクラッチパッドレジスタです。
リセット時は FFHに初期化されます。 

8.2.13 FCTR 
FCTRは拡張された機能の設定を行う 8bitのレジスタです。図 8-10に FCTRのビッ
ト構成を、表 8-12に各ビット機能を示します。リセット時 FCTRは 00Hに初期化さ
れます。 
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
TRG 
Table 

1 

TRG 
Table 

0 

AUTO 
RS485 
Enable 

Invert IR
RX Input

RTS/DTR 
Hyst 3 

RTS/DTR 
Hyst 2 

RTS/DTR 
Hyst 1 

RTS/DTR 
Hyst 0 

図 8-10 FCTRの構成 

表 8-12 FCTRの各ビット機能 

bitbitbitbit    説明説明説明説明    

TRG Table[1:0] FIFOのトリガテーブルを選択します。FIFOのトリガレベルについては 
表 8-7をご参照ください。 

AUTO RS485 
Enable 

0:AUTO RS485ハーフデュプレクス制御を無効にします。 
1:AUTO RS485ハーフデュプレクス制御を有効にします。 

Invert IR 
RX input 

0:受信入力をアクティブハイの IrDA入力とします。 
1:受信入力をアクティブローの IrDA入力とします。 

RTS/DTR 
Hyst[3:0] 

ハードフロー制御のトリガテーブル Dが選択されている場合に、受信 FIFO
のトリガレベルに対する RTS/DTRのヒステリシスを設定します。 
ヒステリシスの設定については表 8-13をご参照ください。 

 

表 8-13 ヒステリシスレベルの設定 

Hyst3Hyst3Hyst3Hyst3    Hyst2Hyst2Hyst2Hyst2  Hyst1Hyst1Hyst1Hyst1  Hyst0Hyst0Hyst0Hyst0  RTS/DTRRTS/DTRRTS/DTRRTS/DTRヒステリシスヒステリシスヒステリシスヒステリシス
((((キャラクタキャラクタキャラクタキャラクタ))))    

0 0 0 0 0 
0 0 0 1 4 
0 0 1 0 6 
0 0 1 1 8 
0 1 0 0 8 
0 1 0 1 16 
0 1 1 0 24 
0 1 1 1 32 
1 1 0 0 12 
1 1 0 1 20 
1 1 1 0 28 
1 1 1 1 36 
1 0 0 0 40 
1 0 0 1 44 
1 0 1 0 48 
1 0 1 1 52 

 

8.2.14 EFR 
EFRは拡張された機能の設定を行う 8bitのレジスタです。図 8-11に EFRのビット構
成を、表 8-14に各ビット機能を示します。リセット時 EFRは 00Hに初期化されます。 
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
Auto 

CTS/DSR 
Enable 

Auto 
RTS/DTR 

Enable 

Special 
Char 
Select 

Enhanced 
Function 
Enable 

Software 
Flow Cntl 

3 

Software 
Flow Cntl 

2 

Software 
Flow Cntl 

1 

Softwre 
Flow Cntl 

0 

図 8-11 EFRの構成 

表 8-14 EFRの各ビット機能 

bitbitbitbit    説明説明説明説明    

AutoCTS/DSR 
Enable 

CTSまたは DSRによる送信ハードウェアフロー制御を使用するかどうかを
設定します。 
0:使用しない 
1:使用する 
CTS/DSRのどちらを使用するかはMCRの bit2で設定します。 

Auto RTS/DTR 
Enable 

RTSまたは DTRによる受信ハードウェアフロー制御を使用するかどうかを
設定します。 
0:使用しない 
1:使用する 
RTS/DTRのどちらを使用するかはMCRの bit2で設定します。 

Special Char 
Select 

0:特別キャラクタ検出を行いません。 
1:特別キャラクタ検出を行います。 

Enhanced 
Function Enable 

このビットを 1にすると、IERの bit4-7、ISRの bit4,5、FCRの bit4,5、
MCRの bit5-7を変更することができます。このビットを 0にすると変更さ
れた値は保持され、変更できなくなります。 

Software 
Flow Cntl[3:0] 

4ビットの組み合わせでソフトウェアフロー制御の機能を設定します。詳細
は表 8-15をご参照ください。 

 

表 8-15 ソフトウェアフロー制御の設定 

Software Flow CntlSoftware Flow CntlSoftware Flow CntlSoftware Flow Cntl    
bit3bit3bit3bit3    bit2bit2bit2bit2    bit1bit1bit1bit1    bit0bit0bit0bit0  受信受信受信受信フローフローフローフロー制御制御制御制御    送信送信送信送信フローフローフローフロー制御制御制御制御    

0 0 0 0 フロー制御なし フロー制御なし 
0 0 0 1 フロー制御なし Xon2/Xoff2を検出 
0 0 1 0 フロー制御なし Xon1/Xoff1を検出 
1 0 0 0 Xon1/Xoff1を送信 フロー制御なし 
1 0 0 1 Xon1/Xoff1を送信 Xon2/Xoff2を検出 
1 0 1 0 Xon1/Xoff1を送信 Xon1/Xoff1を検出 
0 1 0 0 Xon2/Xoff2を送信 フロー制御なし 
0 1 0 1 Xon2/Xoff2を送信 Xon2/Xoff2を検出 
0 1 1 0 Xon2/Xoff2を送信 Xon1/Xoff1を検出 
1 1 0 0 Xon1と Xon2/Xoff1と Xoff2を送信 フロー制御なし 
1 1 0 1 Xon1と Xon2/Xoff1と Xoff2を送信 Xon2/Xoff2を検出 
1 1 1 0 Xon1と Xon2/Xoff1と Xoff2を送信 Xon2/Xoff2を検出 

1 0 1 1 Xon1/Xoff1を送信 Xon1または Xon2, Xoff1または
Xoff2を検出 

0 1 1 1 Xon2/Xoff2を送信 Xon1または Xon2, Xoff1または
Xoff2を検出 

1 1 1 1 Xon1とXon2/Xoff1とXoff2を送信、
Xon1とXon2の連続 2キャラクタ
または Xoff1と Xoff2の連続 2キ
ャラクタを検出 

0 0 1 1 フロー制御なし、 
Xon1とXon2の連続 2キャラクタ
または Xoff1と Xoff2の連続 2キ
ャラクタを検出 

 



    35

8.2.15 TXCNT 
TXCNTレジスタは送信 FIFO内のキャラクタ数を示す 8bitの読み出し専用レジスタ
です。読み出しされる値は 0～40Hです。 

8.2.16 TXTRG 
TXTRGレジスタは送信 FIFOのトリガレベルを設定する 8bitの書き込み専用レジス
タです。書き込み可能な設定値は 0～40Hです。リセット時 TXTRGは 00Hに初期化
されます。 

8.2.17 RXCNT 
RXCNTレジスタは受信 FIFO内のキャラクタ数を示す 8bitの読み出し専用レジスタ
です。読み出しされる値は 0～40Hです。 

8.2.18 RXTRG 
RXTRGレジスタは受信 FIFOのトリガレベルを設定する 8bitの書き込み専用レジス
タです。書き込み可能な設定値は 0～40Hです。リセット時 RXTRGは 00Hに初期化
されます。 

8.2.19 XCHAR 
XCHARレジスタはXon/Xoff制御キャラクタ検出状態を示す 8bitの読み出し専用レジ
スタです。XCHARレジスタのビット構成を図 8-12に示します。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
0 0 0 0 0 0 Xon Det. 

Indicator 
Xoff Det. 
Indicator

図 8-12 XCHARの構成 

Xon Det. Indicatorビットは XONキャラクタの検出を、Xoff Det. Indicatorビットは
XOFFキャラクタの検出時に 1となります。これらのビットは XCHARレジスタのリ
ードで 0にクリアされます。 

8.2.20 XOFF1 
XOFF1 レジスタはソフトウェアフロー制御で使用する XOFF キャラクタを設定する
8bit のレジスタで、書き込み専用です。同じアドレスからのデータ読み出しでは、
XCHARレジスタを読み出します。EFR[0:3]で設定される X制御のモードについては
表 8-15をご参照ください。リセット時 XOFF1は 00Hに初期化されます。 
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8.2.21 XOFF2 
XOFF2 レジスタはソフトウェアフロー制御で使用する XOFF キャラクタを設定する
8bitのレジスタで、書き込み専用です。EFR[0:3]で設定される X制御のモードについ
ては表 8-15をご参照ください。リセット時 XOFF2は 00Hに初期化されます。 

8.2.22 XON1 
XON1 レジスタはソフトウェアフロー制御で使用する XON キャラクタを設定する
8bitのレジスタで、書き込み専用です。EFR[0:3]で設定される X制御のモードについ
ては表 8-15をご参照ください。リセット時 XON1は 00Hに初期化されます。 

8.2.23 XON2 
XON2 レジスタはソフトウェアフロー制御で使用する XON キャラクタを設定する
8bitのレジスタで、書き込み専用です。EFR[0:3]で設定される X制御のモードについ
ては表 8-15をご参照ください。リセット時 XON2は 00Hに初期化されます。 

8.3 デバイスコンフィグレーションデバイスコンフィグレーションデバイスコンフィグレーションデバイスコンフィグレーションレジスタレジスタレジスタレジスタ 
表 8-16にデバイスコンフィグレーションレジスタのアドレスマップを示します。デバ
イスコンフィグレーションレジスタは割り込みのステータス取得や内蔵タイマの制
御、サンプリングクロック選択、スリープモード等の機能を設定します。 
 

表 8-16 デバイスコンフィグレーションレジスタアドレスマップ 

SASASASA[7:[7:[7:[7:0000]]]]    Read/WriteRead/WriteRead/WriteRead/Write    レジスタレジスタレジスタレジスタ    機能機能機能機能    
80 RO INT0 INTソースレジスタ 
81 RO INT1 INT1レジスタ 
82 RO INT2 INT2レジスタ 
83 RO INT3 INT3レジスタ 
84 R/W TIMERCTRL タイマコントロールレジスタ 
85 RO TIMER タイマレジスタ(予約) 
86 R/W TIMERLSB タイマ LSB 
87 R/W TIMERMSB タイマMSB 
88 R/W 8XMODE ８Xモードレジスタ 
89 R REGA REGA(予約) 
8A W RESET リセットレジスタ 
8B R/W SLEEP スリープレジスタ 
8C R DREV デバイスレビジョンレジスタ 
8D R DVID デバイス IDレジスタ 
8E R/W REGB REGB 
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8.3.1 INT0, INT1, INT2, INT3 
INT0～3はXR16L788の割り込みソースを特定する情報を提供する 8ビットの読み出
し専用レジスタです。 
INT0 は割り込みが発生したチャンネルを示し、CHn(n=1～8)の該当するビットが 1
になります。割り込みがクリアされると、INT0の該当ビットがクリアされます。INT0
のビット構成を図 8-13に示します。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
CH7 CH6 CH5 CH4 CH3 CH2 CH1 CH0 

図 8-13 INT0の構成 

INT1～3は割り込みソースを各チャンネル 3ビットで示します。INT1～3のビット構
成を図 8-14に示します。割り込みソースについては表 8-17をご参照ください。複数
の割り込みソースがある場合、表中のプライオリティの高いものが優先されます。 
 

INT3  INT2  INT1 

CH7 CH6 CH5 CH4 CH3 CH2 CH1 CH0
7 6 5 4 3 2 1 0  7 6 5 4 3 2 1 0  7 6 5 4 3 2 1 0

2 1 0 2 1 0 2 1  0 2 1 0 2 1 0 2  1 0 2 1 0 2 1 0

図 8-14 INT1～3の構成 

表 8-17 割り込みソースとプライオリティレベル 

プライオリティプライオリティプライオリティプライオリティ  Bit2Bit2Bit2Bit2    BitBitBitBit1111    BitBitBitBit0000    割割割割りりりり込込込込みみみみソースソースソースソース    
- 0 0 0 なし 
1 0 0 1 受信レディおよび受信ラインステータス 
2 0 1 0 受信レディタイムアウト 
3 0 1 1 送信レディ 

4 1 0 0 モデムステータス信号の変化、RTS/DTRの変化、X制御キャラクタまたは特
別キャラクタの検出 

5 1 0 1 予約 
6 1 1 0 予約 
7 1 1 1 タイマタイムアウト(CH0のみ) 

8.3.2 TIMERCTRL 
TIMERCTRL レジスタは、タイマの動作を設定する 8 ビットのレジスタです。
TIMERCTRLのビット構成を図 8-15に、各ビットの機能を表 8-18に示します。リセ
ット時 TIMERCTRLの上位 4ビットは不定で、下位 4ビットは 0に初期化されます。 
INT Enableを 1に設定して発生したタイマ割り込みは、TIMERCTRLの読み出しに
よってクリアされます。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
- - - - Clock 

Select 
Single 

Retrigger
Start 
Stop 

INT 
Enable 

図 8-15 TIMERCTRLの構成 
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表 8-18 TIMERCTRLの各ビット機能 

bitbitbitbit    説明説明説明説明    

Clock Select 
タイマのクロックソースを選択します。 
0:内部クロックを使用 
1:外部クロックを使用 

Single/ 
Retrigger 

0:リトリガ動作 
1:ワンショット動作 

Start/ 
Stop 

0:タイマを停止 
1:タイマをスタート 

INT Enable 0:タイマ割り込みを禁止 
1:タイマ割り込みを許可 

8.3.3 TIMER 
TIMERレジスタはシステム予約された 8ビットの読み出し専用レジスタで、読み出し
値は 00Hとなります。 

8.3.4 TIMERLSB, TIMERMSB 
TIMERLSB、TIMERMSBレジスタは 16ビットのタイマ設定値を保持する 8ビット
レジスタです。TIMERLSB は下位 8 ビット、TIMERMSB が上位 8 ビットに相当し
ます。タイマはこのレジスタ設定値からカウントダウンします。リセット時
TIMERLSB、TIMERMSBレジスタは 00Hに初期化されます。 
 

TIMERMSB TIMERLSB 
bit 
15 

bit 
14 

bit 
13 

bit 
12 

bit 
11 

bit 
10

bit 
9 

bit 
8 

bit 
7 

bit 
6 

bit 
5 

bit 
4 

bit 
3 

bit 
2 

bit 
1 

bit 
0 

図 8-16 TIMERLSB/TIMERMSBの構成 

8.3.5 8XMODE 
8XMODEレジスタは、送受信のサンプルレートを設定する 8ビットのレジスタです。 
8XMODE レジスタのビット構成を図 8-17に示します。0 が設定されているチャンネ
ルはサンプルレートが×16、1 が設定されているチャンネルはサンプルレートが×8
となります。リセット時 8XMODEレジスタは 00Hに初期化されます。このレジスタ
の設定値は分周比の計算に影響します。表 8-2をご参照ください。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
CH7 CH6 CH5 CH4 CH3 CH2 CH1 CH0 

図 8-17 8XMODEの構成 

8.3.6 REGA 
REGAレジスタはシステム予約された 8ビットの読み出し専用レジスタで、読み出し
値は 00Hとなります。 
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8.3.7 RESET 
RESET レジスタは各チャンネルをソフトウェアでリセットする 8 ビットの書き込み
専用レジスタです。1を設定したビットに対応するチャンネルの UARTがリセットさ
れます。設定したビットはリセット動作後 0にクリアされます。なお RS485を使用し
ているチャンネルについては、RS485ドライバ出力がリセットによりアクティブとな
りますのでご注意ください。RESETレジスタのビット構成を図 8-18に示します。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
CH7 CH6 CH5 CH4 CH3 CH2 CH1 CH0 

図 8-18 RESETの構成 

8.3.8 SLEEP 
SLEEP レジスタは各チャンネルを独立にスリープモードに設定するための 8 ビット
レジスタです。SLEEP のビット構成を図 8-19に示します。ペンディングとなってい
る割り込みがない場合、1を設定したビットに対応するチャンネルの UARTがスリー
プ状態となり、消費電流が 0.1mA 程度下がります。SLEEP に FFH を設定した場合
は、全てのチャンネルがスリープ状態となった場合に発振回路も停止状態となりま
す。このとき消費電流は 5mA程度下がります。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
CH7 CH6 CH5 CH4 CH3 CH2 CH1 CH0 

図 8-19 SLEEPの構成 

スタートビットの受信、モデムステータスの変化および THRレジスタへの書き込みで
スリープ状態から動作状態になりますが、通常動作状態になるまで 32クロック時間必
要なため、動作状態に移行した直後数バイトの受信は正常に行われない可能性があり
ますのでご注意ください。 
 

8.3.9 DREV 
DREVレジスタはデバイスのレビジョン番号を返す 8ビットの読み出し専用レジスタ
です。レビジョン番号として 08Hが読み出され、Revision-Hを示します。 
(今後デバイスのレビジョン変更で異なる値になる可能性があります。) 

8.3.10 DVID 
DVID レジスタはデバイス ID を返す 8 ビットの読み出し専用レジスタです。
XR16L788のデバイス IDとして 28Hが読み出されます。 
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8.3.11 REGB 
REGBは 8チャンネル同時書き込みを行う場合に使用される 8ビットレジスタです。、
このレジスタの bit0 に 1 を設定して UART チャンネルコンフィグレーションレジス
タに書き込みすると、全てのチャンネルに同時に同じ値が書き込みされます。 
UART各チャンネルのレジスタを読み出しする前に、必ずこのレジスタの bit0を 0に
戻してください。 
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9 XR16L788のののの拡張機能拡張機能拡張機能拡張機能 
この章では、16550 等の従来の UART から追加された XR16L788 独自のフロー制御
やハーフデュプレクス切替機能について説明します。 

9.1 RTS/DTRハードウェアフローハードウェアフローハードウェアフローハードウェアフロー制御制御制御制御 
XR16L788 は自動ハードウェアフロー制御機能により XR16L788(ローカル)受信
FIFOのオーバーランを防ぐことが可能です。フロー制御に使用するモデム制御出力は
RTSまたは DTRを選択することができます。なお以下の説明では RTSを使用する場
合について記述していますが、DTRについても同様の制御が可能です。 
 
ハードウェアフロー制御を行う場合、図 11-2のように XR16L788(ローカル)側の RTS
出力は通常リモート側の CTS 入力に接続されます。リモート側の装置は、CTS 入力
がアクティブの間はデータを送出しますが、インアクティブとなった場合はデータの
送信を中断します。ローカル側の装置は通常 RTS をアクティブにして受信動作を行
い、受信バッファに余裕がなくなった場合、RTSをインアクティブにしてリモート側
の装置に送信の中断を要求します。受信バッファの余裕ができると、ローカル側の装
置は RTSをアクティブにしてリモート側の装置に送信の再開を要求します。 
 
この動作を従来の UARTで行う場合、RTSをソフトウェアにより制御する必要があり
ますが、XR16L788ではレジスタに必要な設定を行うと FIFOの状態に応じて自動的
に RTSを制御することができます。 
 
RTSの制御動作は、選択されているトリガテーブルによって異なります。 
 
トリガテーブル A～C が選択されている場合、RTS は受信 FIFO が FCR の
RXFIFOTrigger ビットで設定されたトリガレベルの次のトリガレベル値に達すると
インアクティブ状態となり、リモート装置に送信停止を要求します。受信 FIFO 内の
データ数が減り、設定されたトリガレベルのひとつ下のトリガレベルに達すると再び
RTSはアクティブとなります。 
例えばテーブル Bが選択されていて、FCRの RXFIFOTriggerビットのトリガレベル
が 16 に設定されている場合、RTS がインアクティブになるのは受信 FIFO のデータ
が 24 に達した場合、RTS がアクティブになるのはデータ数が 8 まで減った場合とな
ります。(表 8-7をご参照ください。) 
 
トリガテーブル D が選択されている場合、自動 RTS フロー制御機能を有効に設定す
ると、RTSは受信 FIFOが RXTRGレジスタで設定されたトリガレベル値＋FCTRの
HYSTで設定されたヒステリシス値に達するとインアクティブ状態となり、受信 FIFO
内のデータ数が減り、RXTRGレジスタで設定されたトリガレベル値－FCTRのHYST
で設定されたヒステリシス値に達すると再び RTSはアクティブとなります。 
 
例えば RXTRGに 24が、FCTRの HYSTでヒステリシスが±16が設定されている場
合、RTS がインアクティブになるのは受信 FIFO のデータが 24+16＝40 に達した場
合、RTSがアクティブになるのはデータ数が 24-16=8まで減った場合となります。 
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RTS/DTRによるオートフロー制御機能を使用する場合は、表 9-1のレジスタを設定し
てください。 

表 9-1 RTS/DTRフロー制御を行う場合に設定するレジスタ 

レジスタレジスタレジスタレジスタ    ビットビットビットビット    設定値設定値設定値設定値    
FCR FIFOs Enale 1:FIFOイネーブル 
FCTR TRG Table[1:0] トリガテーブルを選択 
FCR ReceiveFIFOTrigger Select(bit[7:6]) トリガレベルを選択(TableA～Cの場合) 
RXTRG  トリガレベル設定(TableDの場合) 
FCTR RTS/DTR Hysteresis(bit[3:0]) ヒステリシス設定(TableDの場合) 
EFR Enhanced Function Bits Enable(bit4) 1:拡張機能を使用 
MCR RTS/DTR Flow Sel(bit2) 0:RTSを使用、1:DTRを使用 

(このビットの設定は送信中止に CTS
を使用するか、DSRを使用するかも決
定します。) 

EFR AutoRTS/DTR Enable(bit6) 1:AutoRTS/DTRを使用 
MCR RTS(bit1)  1:RTSをアクティブに設定 
IER RTS/DTR Interrupt Enable(bit6) 1:RTS/DTR変化割り込み許可 

(割り込みを使用する場合) 

9.2 CTS/DSRフローフローフローフロー制御制御制御制御 
XR16L788は自動ハードウェアフロー制御機能によりリモート側受信 FIFOのオーバ
ーランを防ぐことが可能です。フロー制御に使用する XR16L788のモデム制御入力は
CTSまたは DSRを選択することができます。なお以下の説明では CTSを使用する場
合について記述していますが、DSRについても同様の制御が可能です。 
 
ハードウェアフロー制御を行う場合、図 11-2のように XR16L788(ローカル)側の CTS
入力は通常リモート側装置の RTS 出力に接続されます。ローカル側の装置は、CTS
入力がアクティブの間はデータを送出しますが、インアクティブとなった場合はデー
タの送信を中断します。リモート側の装置は受信 FIFO に余裕がなくなってきた場合
RTS出力をインアクティブにします。RTS出力はローカル側の CTS入力に接続され
ていますので、ローカル側装置はデータの送信を中断します。リモート側 FIFO に余
裕がでるとリモート側の装置は RTS をアクティブに戻し、ローカルの CTS がアクテ
ィブになるため送信を再開します。 
 
この動作を従来の UARTで行う場合、CTS入力をソフトウェアで監視し、送信を制御
する必要がありますが、XR16L788ではレジスタに必要な設定を行うと CTSの状態を
ハードウェアが監視し、送信・中断を自動的に制御することができます。 
 
CTS/DSRフロー制御を行う場合に設定が必要なレジスタを表 9-2に示します。 

表 9-2 CTS/DSRフロー制御を行う場合に設定するレジスタ 

レジスタレジスタレジスタレジスタ    ビットビットビットビット    設定値設定値設定値設定値    
EFR Enhanced Function Bits Enable(bit4) 1:拡張機能を使用 
MCR RTS/DTR Flow Sel(bit2) 0:CTSを使用、1:DSRを使用 

(このビットの設定は受信フロー制御
に RTS を使用するか、DTR を使用す
るかも決定します。) 

EFR AutoCTS/DSR Enable(bit7) 1:AutoCTS/DSRを使用 
IER CTS/DSR InterruptEnable(bit7)  1:CTS/DSR変化割り込み許可 

(割り込みを使用する場合) 
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9.3 オートオートオートオート Xon/Xoffフローフローフローフロー制御制御制御制御 
XR16L788 は X 制御(ソフトウェアフロー制御)を自動的に行う機能があります。X 制
御に使用するキャラクタは任意に設定することができ、キャラクタ長も 8 ビットのほ
か 16ビットの設定や、複数の X制御キャラクタを使用することもできます。 
ソフトウェアフロー制御のモードについては、表 8-15をご参照ください。 
なお以下の説明では Xon、Xoff としていますが、実際には設定されたモードにより
Xon1/Xon2/Xoff1/Xoff2レジスタに設定された値が使用されます。 
 
Xon/Xoffを受信する設定(送信のフロー制御)の場合、XR16L788は X制御キャラクタ
をモニタし、リモート側から Xoffが送信されてきた場合は送信を中断します。再びリ
モート側から Xonが送信されてきた場合は送信を再開します。割り込みを使用する設
定の場合は、Xoff、Xonの受信で割り込みを発生させることができます。なお X制御
キャラクタは受信 FIFOに取り込まれることはありません。 
 
Xon/Xoff を送信する設定(受信のフロー制御)の場合、XR16L788 は受信 FIFO に余裕
がない場合に Xonをリモート側に送信し、送信の中断を要求します。受信 FIFOに余
裕ができた場合には Xoffをリモート側に送信し、送信の再開を要求します。 
 
Xon/Xoffの送信タイミングは、選択されているトリガテーブルによって異なります。 
 
トリガテーブル A～C が選択されている場合、受信 FIFO のトリガレベルに達した場
合に Xoffが送信されます。受信 FIFO内のデータ数が減り、設定されたトリガレベル
のひとつ下のトリガレベルに達すると Xonが送信されます。 
 
例えばテーブル Bが選択されていて、FCRの RXFIFOTriggerビットのトリガレベル
が 16に設定されている場合、Xoffが送信されるのは受信 FIFOのデータが 16に達し
た場合で、Xonが送信されるのはデータ数が 8まで減った場合となります。(表 8-7を
ご参照ください。) 
 
トリガテーブル Dが選択されている場合、受信 FIFOのトリガレベルに達した場合に
Xoff が送信されます。受信 FIFO 内のデータ数が減り、RXTRG レジスタで設定され
たトリガレベル値－FCTRのHYSTで設定されたヒステリシス値に達するとXonが送
信されます。 
 
例えば RXTRGに 24が、FCTRの HYSTでヒステリシスが±16が設定されている場
合、Xoff が送信されるのは受信 FIFO のデータが 24 に達した場合、Xon が送信され
るのはデータ数が 24-16=8まで減った場合となります。 
 
ソフトウェアフロー制御を行う場合に設定が必要なレジスタを表 9-3に示します。 
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表 9-3 ソフトウェアフロー制御を行う場合に設定するレジスタ 

レジスタレジスタレジスタレジスタ    ビットビットビットビット    設定値設定値設定値設定値    
FCR FIFOs Enale 1:FIFOイネーブル 
FCTR TRG Table[1:0] トリガテーブルを選択 
FCR ReceiveFIFOTrigger Select(bit[7:6]) 受信トリガレベルを選択(TableA～Cの場合)
RXTRG  受信トリガレベル設定(TableDの場合) 
FCTR RTS/DTR Hysteresis(bit[3:0]) ヒステリシス設定(TableDの場合) 
EFR Software Flow Cntl(bit[3:0]) X制御のモードを選択(表 8-15) 
XON1  XONキャラクタ 
XON2  XONキャラクタ 
XOFF1  XOFFキャラクタ 
XOFF2  XOFFキャラクタ 
EFR Enhanced Function Bits Enable(bit4) 1:拡張機能を使用 

(割り込みを使用する場合) 
IER Xon/Xoff/Sp.Char Interrupt Enable(bit6) 1:X制御割り込み許可 

(割り込みを使用する場合) 
 

9.4 オートオートオートオートRS485ハーフデュプレクスハーフデュプレクスハーフデュプレクスハーフデュプレクス制御制御制御制御 
RS485ハーフデュプレクス接続では、RS485ドライバを送信中のみアクティブとし、
それ以外の期間は RS485ドライバをオフにする必要があります。 
 
この動作を従来の UARTで行う場合、RS485ドライバの制御をソフトウェアで行う必
要がありますが、XR16L788 ではレジスタに必要な設定を行うと送信時には自動的に
ドライバをアクティブにし、送信データがなくなるとディレイ時間後にドライバをイ
ンアクティブにすることができます。 
 
XR16L788 はハーフデュプレクス時 RS485 ドライバの制御端子として/RTS または
/DTRを選択可能ですが、HT3080では/RTSによる制御を選択してください。 
 
オートRS485ハーフデュプレクス制御を行う場合に設定が必要なレジスタを表 9-4に
示します。なおオート RS485ハーフデュプレクス機能を有効にすると、送信割り込み
は THRが空の場合ではなく TSRが空となった場合に発生します。(送信割り込みが発
生した時点で THRや送信 FIFOに残っているデータはなく、送信すべきデータは全て
送出されていることを意味します。) 

表 9-4 オート RS485ハーフデュプレクス制御を行う場合に設定するレジスタ 

レジスタレジスタレジスタレジスタ    ビットビットビットビット    設定値設定値設定値設定値    
FCTR Auto RS485 Enable(bit5) 1:AutoRS485機能を使用 
EFR Enhanced Function Bits Enable(bit4) 1:拡張機能を使用 

(MCRの bit2を操作する場合) 
MCR RTS/DTR Flow Sel(bit2) 0:/RTS 

(このビットはリセット時 0 となるため特に
設定する必要はありません。設定する場合は
EFRのbit4を1にセットする必要がありま
す。) 

RS485DLY DLY（bit[7:4]） 送信から受信への切替ディレイ時間を

設定(0から 15) 
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10 Linuxデバイスドライバデバイスドライバデバイスドライバデバイスドライバ 
この章では HT1070/Armadillo-9で使用可能な HT3080デバイスドライバについて説
明します。 
HT3080 用のデバイスドライバはモジュールとして提供しており、EXAR から提供さ
れているドライバをベースに IOCTLによるオプション設定機能を追加しています。 
ドライバのファイル名は xr1678x.o(Armadillo-9用は xr1678x.ko)です。 

10.1 インストールオプションインストールオプションインストールオプションインストールオプション 
ドライバはモジュールインストール時にオプションで I/O ベースアドレス、使用割り
込みチャンネル、メジャー番号を指定することができます。 

表 10-1 ドライバインストールオプション 

オプションオプションオプションオプション    指定内容指定内容指定内容指定内容    
io HT3080 のベースアドレスを指定します。0000～FF00h までの値を 100h

ごとに指定可能です。この項目の設定は省略できません。複数のボードが

ある場合は 4つまでベースアドレスを指定可能です。 
irq HT3080 の使用する割り込みチャンネルを２から７までの値で指定しま

す。この項目の設定は省略できません。複数のボードがある場合は、4つま
で指定可能です。ベースアドレスを指定した順序で指定してください。 

major HT3080の使用するメジャー番号を指定します。指定のない場合は 40とな
ります。他のデバイスと重複しないように指定してください。 

 
例1) ベースアドレスが 500h, IRQ4を使用する場合 

insmod xr1678x.o io=500 irq=4 
例2) ベースアドレス 500h, IRQ4とベースアドレス 300h, IRQ3の 2つのモジュー

ルを使用する場合 
insmod xr1678x.o io=500,300 irq=4,3 

10.2 ノードノードノードノード 
HT3080 のデバイスドライバが対応するデバイスのマイナー番号は、チャンネル 1 が
0、チャンネル 2が 1、・・チャンネル 8が 7と順に割り当てられます。複数の HT3080
がある場合は登録順に 0から 7、8から 15、･･･と割り当てられます。メジャー番号は
ドライバインストール時に指定がなければ 40となります。 
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10.3 I/Oコントロールコントロールコントロールコントロール 
XR16L788の機能は ioctl関数で選択・設定することができます。 
表 10-2にリクエストコマンド(ioctlの第 2引数)とパラメータ(ioctlの第 3引数)を示し
ます。定数値は xr1678x.hに定義されていますので、ioctlを使用する場合はこのファ
イルをインクルードしてください。 

表 10-2 IOCTLコマンドとパラメータ 

リクエストコマンドリクエストコマンドリクエストコマンドリクエストコマンド    パラメータパラメータパラメータパラメータ    機能機能機能機能    
HT_SET_AUTO_RS485_ENABLE Auto RS485機能有効 

HT_SET_AUTO_RS485 
HT_SET_AUTO_RS485_DISABLE Auto RS485機能無効(初期設定) 
HT_SET_FLOW_ENABLE ソフトフロー制御有効 

HT_SET_XON_XOFF 
HT_SET_FLOW_DISABLE ソフトフロー制御無効(初期設定) 
HT_SET_FLOW_ENABLE ハードフロー制御有効 

HT_SET_RTSCTS 
HT_SET_FLOW_DISABLE ハードフロー制御無効(初期設定) 
HT_SET_RS485_FULL RS485フルデュプレクス 

HT_SET_RS485_MODE 
HT_SET_RS485_HALF RS485ハーフデュプレクス(初期設定) 
HT_SET_LOCAL_ECHO_ON RS485 Half Duplex Local Echoあり 

HT_SET_LOCAL_ECHO 
HT_SET_LOCAL_ECHO_OFF RS485 Half Duplex Local Echo なし(初期設定)

HT_SET_RXTRG 0～64の値 RXFIFOトリガレベル設定(初期値 42) 
HT_SET_TXTRG 0～64の値 TXFIFOトリガレベル設定(初期値 42) 
HT_SET_AUTO485_DLY 0～15の値 Auto RS485送受切替ディレイ設定(初期値 15)
HT_SET_HYSTERESIS 0～±52の値(表 8-13参照) ヒステリシス値設定(初期値±8) 

 
HT3080用のドライバは、トリガテーブルに TableD(表 8-7参照)を使用します。 
 
RS232Cで使用する場合、FIFOのトリガレベルやヒステリシス、フロー制御の有無を
設定することができます。なお X制御キャラクタは Xonが 0x11、Xoffが 0x13に固定
されており、ソフトウェアフロー制御を有効に設定した場合は X制御キャラクタの送
受信を行います。 
 
RS485で使用する場合は、FIFOのトリガレベル、ハーフ・フルデュプレクスの設定、
ハーフデュプレクス時のローカルエコーの有無、Auto RS485機能の有効・無効、Auto 
RS485の送受切替時間を設定することができます。 
 
《注意》 
ioctlで用意している XR16L788のフロー制御機能の設定は、XR16L788のレジスタ設
定を行いますが、Linux のドライバはこの機能を使ったフロー制御はサポートしてい
ませんのでご注意ください。 
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11 接続例接続例接続例接続例 

11.1 RS232Cモデムモデムモデムモデム接続接続接続接続 
図 11-1に HT3080に DCE装置(モデム等)の接続例を示します。 

 
図 11-1 RS232Cモデム接続 

DCE装置では DTE装置と同名の端子機能の入出力が入れ替わりますので、装置間を
接続する Dsub9ピンコネクタ間はストレート接続となります。 

11.2 RS232Cクロスクロスクロスクロス接続接続接続接続 
図 11-2に HT3080と DTE 装置の接続例を示します。この例ではそれぞれの TXD と
RXD、RTSと CTSを接続し、ハードウェアフロー制御が可能な結線となっています。 

 
図 11-2 RS232Cクロス接続 

 

DCE装置 HT3080 

HT3080 DTE装置 
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11.3 RS422機器機器機器機器とのとのとのとの接続接続接続接続(1対対対対 1のののの場合場合場合場合) 
図 11-3にフルデュプレクスで 1対 1に接続する例を示します。通常ケーブルインピー
ダンスにあわせた終端抵抗(100～120Ω)をケーブルの受信端に接続します。RS422は
送信ドライバをオフにできないため、複数の機器の送信信号を同じ通信ラインで共有
することができませんが、1 つの装置の送信信号を複数の機器で受信することは可能
です。 
 

 
図 11-3 RS422フルデュプレクス接続 

11.4 RS485ハーフデュプレクハーフデュプレクハーフデュプレクハーフデュプレクスススス接続接続接続接続 
図 11-4にハーフデュプレクスによるマルチドロップ接続例を示します。3つ以上の装
置が同じケーブル上に接続されることがありますが、終端抵抗はケーブルの両端に接
続します。 

 
図 11-4 RS485ハーフデュプレクス接続 

11.5 RS485フルデュプレクスフルデュプレクスフルデュプレクスフルデュプレクス接続接続接続接続 
図 11-5にフルデュプレクスによるマルチドロップ接続例を示します。この場合は終端
抵抗をケーブル両端の送受信ライン両方に接続します。 

 
図 11-5 RS485マルチドロップ接続 

HT3080 他の装置 

HT3080 他の装置 

他の装置 他の装置 

HT3080 

他の装置 

他の装置 他の装置 
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12ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア制作時制作時制作時制作時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

12.1 DLL/DLM設定値設定値設定値設定値 
PC/AT互換機の COMポートに使用されている従来の 16550では、システムクロック
が 1.8432MHzとなっています。HT3080では 14.7456MHzがシステムクロックのた
め、PC/ATと同じ設定値を Divisorに設定した場合、ボーレートは 8倍になりますの
でご注意ください。 

12.2 RS485送信送信送信送信ドライバドライバドライバドライバ制御制御制御制御 
RS485の送信ドライバ制御入力は/RTSで制御され、送信する場合は RTSをインアク
ティブに、送信ドライバをオフする場合は RTSをアクティブにする必要があります。 
ただし、ハードウェアリセット直後は RTS がインアクティブでも RS485 ドライバが
オフとなる回路があるため、リセット後いったん RTSをアクティブにする操作が必要
です。 
Linux用のデバイスドライバでは、AUTORS485切替機能を設定した場合は送信ドラ
イバ制御が自動的に行われますが、それ以外の場合はアプリケーションからハーフデ
ュプレクス RS485 の送信ドライバ制御を行う必要があります。RTS をセット、リセ
ットする場合は ioctl関数のTIOCMBIS、TIOCMBICリクエストを使用してください。 
(第 3引数で TIOCM_RTSビットを ONにします。) 

12.3 RS485ハーフハーフハーフハーフ・・・・フルデュプレクスフルデュプレクスフルデュプレクスフルデュプレクス設定設定設定設定 
RS485 をハーフデュプレクスで使用するか、フルデュプレクスで使用するかは/DTR
で制御され、ハーフデュプレクスで使用する場合は DTRをインアクティブに、フルデ
ュプレクスで使用する場合はアクティブに設定する必要があります。リセット時はハ
ーフデュプレクスモードとなります。ハーフデュプレクス設定の場合は、送信したデ
ータがそのチャンネルでそのまま受信されます。Linux デバイスドライバを使用する
場合は、ioctlでハーフ・フルの切替ができ(HT_SET_RS485_MODE)、 送信データを
受信するか、破棄するかを選択可能です。(HT_SET_LOCAL_ECHO)  

12.4 フローフローフローフロー制御機能制御機能制御機能制御機能のののの設定設定設定設定(Linux) 
XR16L877 の自動フロー制御はドライバでサポートされていませんので、フロー制御
が必要な場合は TCSETS リクエストを使用して Linux のハードウェアフロー制御・
ソフトウェアフロー制御をご使用ください。 
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12.5 自動自動自動自動フローフローフローフロー制御機能制御機能制御機能制御機能 
XR16L788 がサポートする自動ハードウェア・ソフトウェアフロー制御機能を使用す
ることで、XR16L788内の受信 FIFOオーバフローを防止することができますが、ア
プリケーションでこれとは別にローカルの受信バッファを用意して割り込み受信させ
ている場合、ローカルの受信バッファのオーバフローは自動ハードウェア・ソフトウ
ェアフロー制御機能だけでは防止できません。アプリケーション側ではローカル受信
バッファのあき状況に応じて受信割り込みを停止する等の工夫が必要です。 
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13 回路図回路図回路図回路図 

 
図 13-1 HT3080回路図 1 

TXRX1ブロックの回路を図 13-2に示します。TXRX2～8の回路は TXRX1と同一です。
それぞれのブロックの部品番号は TXRX2 が 20 番台、TXRX3 が 30 番台..TXRX8 が 80
番台に割り当てられており、1の桁は TXRX1と同じ値となっています。(例えば TXRX1
の JP13は TXRX2では JP23、TXRX8では JP83 となります。) 
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図 13-2 HT3080回路図 2 
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14 外形寸法図外形寸法図外形寸法図外形寸法図 

 
図 14-1 HT3080外形寸法図 

寸法は原寸大ではありませんのでご注意ください。 
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